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１ ． は じ め に 	
 

大 学 院 博 士 前 期 課 程 （ 修 士 課 程 ） で の 勉 学 や 研 究 が 必 要 と さ れ る 情 勢

は 今 後 も 継 続 し ， そ の 成 果 が 社 会 か ら も 期 待 さ れ て い ま す 。 一 方 ， 首 都

圏 国 立 大 学 で の 理 工 系 大 学 院 進 学 率 と 比 較 し て 埼 玉 大 学 で は 理 工 学 研 究

科 へ の 進 学 率 が 多 少 低 い 水 準 に 留 ま っ て い ま す 。 修 士 課 程 に 進 学 す る 意

欲 は ， 学 生 の 眼 か ら 見 た 教 育 に 対 す る 満 足 度 を 反 映 し た も の で あ る と も

考 え ら れ ， こ の 満 足 度 を い か に 高 め る こ と が 出 来 る か と の 観 点 も 含 め て ，

埼 玉 大 学 工 学 部 FD 部 会 では，FD ガイドラインの策定 ，昨年度 FD シンポジウム

「留 年率の縮小 を目指 して」の開催 ，「授 業進行の手引 き Ver . 1 . 0 」の配 布 ，など

の活動 を続 けてきました。 

 本 年 度 は，修 士 課程への進学率 の推移 を調 査すると共 に，大 学 院 に在籍 して

いる学 生 にアンケートを実 施 し，学 生 生 活 の満 足度 について考 える機 会 を設 ける

ことにしました。教 職 員 ，学 生 の皆 さんの多 くのご参 加 をお願 いします。シンポジウ

ム参加者内訳は表 １であり，准 教授および助教層の出席率が低い事が判 る。

また，今回は学生にも参加できる内容であっただけに，出席 １名 は惜 しまれる。

FD ガイドラインでは，着任 ２年以内の教員に対 しては参加 を強 く要請すること

ができる，と明 記 されており今 後 のシンポジウムにおいては事 前 の宣 伝 活 動 に

活かしたい。また，理 学部 に働 きかけて頂 けるとのお話 しもあったが，同 学部 か

らは理工学研究科長を含めて３名の参加であった。 

 

表 １ 工 学部 ＦＤシンポジウム参加者内訳  
所属  教授  准 教授  助 教  職 員  学 生  計  

機 械  3  2  4   1  10  

電 気電子  0  1  1    2  

情 報  3  *  2  1    6  

応 用化学  4  1  2    7  

機 能材料  1  1  0    2  

建 設  1  1  0    2  

環 境共生  4  *  0  0    4  

地 圏科学  0  0  0    0  

理 学部  2  1  0    3  

他 学部  0  0  0    0  

理 工学     3   3  

全 学教育     1   1  

研 究協力     1   1  

技 術部     1   1  

合 計  18  9  8  6  1  42  

*は学 科 長 を含 む。 機 械 の助 教 には助 手 １を含 む。 
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２ ．式 次 第 	
 

	
 

◆ 	
 は じ め に 	
 工 学 部 長 	
 

◆ 	
 第 一 部 	
 ベ ス ト レ ク チ ャ ー 賞 表 彰 式 	
 

	
 １．ベストレクチャー賞について 	
 ＦＤ部会長 	
 

	
 ２．ベストレクチャー賞表彰式 	
 

	
 ３．講義を行うためのワンポイント・アドバイス 	
 

◆ 	
 第 二 部 	
 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 	
 	
 

「大学院への進学率を考える」ＦＤ部会での取り組み 	
 

１．修士課程への進学率の推移 	
 

２．進学動機に関するアンケート結果 	
 

	
 

	
 	
 パネラー：工学部長，副学部長，ＦＤ部会委員， 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 理工学研究科ＦＤ部会委員， 	
 

	
 	
 	
 	
 カリキュラム部会長、進路指導部会長， 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 アドミッション委員長 	
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３ ．工 学 部 長 挨 拶 	
 

	
 

みなさん、こんにちは。たくさんの方 にお出 で頂 きましてありがとうございます。工 学

部 FD シンポジウムということですが、埼玉大学内にあって工学部の FD 活動はか

なり活 発 な方 だと個 人 的 には理 解 しています。しかも早 い段 階 からスタートしてい

て、色 々な企 画 をしては毎 年 成 果 を上 げていると思 っています。実 は、私 が全 学

教育学生支援機構の副機構長 をやっている時 に、全学の FD を担当 したことがあ

り、 FD… という委 員 会 を作 ったことがあるのですが、その第 一 回 目 に出 された意 見

が FD	
 の定義は何かということでした。教 育学部の先生から言 われたのですけれど

も・・・。で、 FD	
 の定 義 は、工 学 部 では敢 えて定 義 しないでいきましょうというスタン

スで来 たと思 っています。狭 い意 味 では、今 日 の第 一 部 にあるような、講 義 のやり

方 等 テクニカルな部 分 も含 めた、正 に授 業 をどう巧 くやるかということだと思 います。

ですが、工 学 部 ではそれに留 まらずに、いかに良 い教 育 をするか、いかに良 い人

材育成 をして行 くかということと理 解 して、人 材 育成 に係 る全 てのことを FD として

捉 えれば良 いのではないかというように理 解 してきたのだと、私 は勝 手 に解 釈 しま

す。そういう意 味 で、今 日 の第 二 部 のパネルディスカッションは、大 学 院 への進 学

率 を考 えるということで設 定 されています。これは、学 生 の学 部 の講 義 に対 する満

足 度 をある意 味 で示 すものであると考 えます。学 生 が満 足 して卒 業 できるかどうか、

つまり、我 々が自信 を持 って人材 を世 の中 に輩出 できるかどうかというような観 点 、

これが FD に繋がるというふうに設定 したと理解 しています。少 し話 は変わりますが、

昨日 、国立大学 53 工学系学部長会議が事業仕分けに対応 して緊急宣言 を、

遅 ればせながら文科省に提出 し、その後 に田無にある東工大の施設で記者発表

をしました。この時 期 で二 番 煎 じ的 なところもありますし、あまり記 者 の方 は来 ませ

んでした。ただ、工 学 系 も問 題意識はしていますよという意 思 表示はした方 が良 い

だろうということで行 ったわけですが、二 の矢 、三 の矢 的 な意 味 はあったかと思 いま

す。その時 、記 者 の方 の質問の中に、今 の事業仕分 けがもしこのまま認 められて、

そのまま行 ったら、1 年後 、5 年後 、国立大学工学部はどうなるんですか？ という

質 問 がありました。答 えは個 人 ベースで良 いということで、 6 人 の学 部 長 が出 席 し

ていたんですが、それぞれに思いを語 りました。結 局 、工 学部 の一つの大 きな使命

は、やはり日 本 を背 負 って立 つ技術者 の育成 、人 材 育成 にあるということで、ただ

でさえ、今 でも工 学 離 れがあるのに、今 後 さらに世 の中 が、工 学 や科 学 技 術 があ

まり重 要 ではないという雰 囲気 になってしまうと、さらに工 学離れが進み、我 々の元

気 が無 くなり、人 が集 まらずに人 材 が育 成 できなくなって、日 本 が悪 くなるだろうと

いうことになりました。ただ、事 業 仕 分 けどおりに進 んだとしても、恐 らく我 々は努力

して、元 気 を出 して、何 とか解 決策 を見 出 そうとする、それが工 学 だと思 います。こ

のようなことも全 て含めた FD というふうにお考 え頂 き、今 日のパネルディスカッション

を有 意 義 な時間 にできればと思 っています。ちょっと話 は逸 れてしまいましたが、パ

ネルディスカッションの部 分 では、 FD 部 会 長 の山 辺 先 生 からその趣 旨 的 なところ

はお話 しいただけますので、その具 体 的 なものはそちらに任 せるとしまして、私 から

のご挨拶は以上で終わりにします。よろしくお願 いします。	
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４ ．第 １部 ベストレクチャー賞 	
 

４．１  ベストレクチャー賞について	
 

 平 成 ２１年 ベストレクチャー賞 は，下 記 の工学部 ・教 員 研修 ガイドラインに基 づき，

平 成 ２０年 度 に開 講 された全 ての講 義 （実 験 ・実 習 を除 く）を対 象 に，下 記 選 考

基準に基づいて決定 された。	
 

	
 

  	
 

	
 

	
 
	
 

	
 

	
 

	
 

山 辺 F D 部 会 長 ：どうもありがとうございました。それでは早速第一部に入 ります。

ベストレクチャー賞 とは、工 学部が定めております教員研修 FD ガイドラインに、授

業技能優秀者の表彰に関する指針 あり，その中 に規定 されています。ご覧頂いて

いるように選 考 は、学 生 による授 業 評価 を考慮 した適 切 な選考基準 の元 に行 うこ

とになっています。選 考方法 につきましては、以 下 のカテゴリー及 び対象課目 にお

いて、学 生 による授 業 評 価 結 果 の最 高 評 価 点 の者 をベストレクチャー賞 の該 当

者 として工学部長へ推薦 します。カテゴリーは 4 つに分かれておりまして、1 番 、50

人 までの講義 。2 番 、90 人 までの講義 。3 番 、それ以上の講義 。4 番 、演習 という

分 類 です。対象講義の条件は、回答率が 6 割以上のものとし、評 価点の算出方

法は、ここに書 いてあるとおり、質 問項目 1 から 10 までの平均点に学生の出席
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状況 を加味 した重み付けをする。ほぼ全回出席 したと回答 した学生の点数はその

まま A とする。4 分の 3 以上なら 8 割 。4 分の 3 未満なら 6 割 という形 式 で評価

点 を定 める。即 ち、先 生 方 に届 く評 価 点 とは少 し違 います。あれは単 に平 均 点 で

あるということです。早 速 ですが、カテゴリー 1、 50 人 までの講 義 のベストレクチャー

賞 は、第 一 位 、タモー先 生 。第 二 位 、鈴 木 先 生 。第 三 位 、長 谷 川 先 生 ということ

になりました。ワンポイントアドバイスは、後 でまとめてやって頂 くとして、表 彰 の方 を

お 1 人ずつ、カテゴリーの順番に行いたいと思 います。タモー先生 。	
 

 
	
 

山 口 学 部 長 ：日 本語で言います。	
 

	
 

タモ先 生 ：挨 拶？ 日 本語でいいですよ。	
 

	
 

山 口 学 部 長 ：表 彰状 、平成 21 年度埼玉大学工学部ベストレクチャー賞 、科学

技術英語 2、タモ・ライゼヴィッツ。あなたは、平成 20 年度学生による授業評価に

おいて、全 ての項目 で高い評価 を受 けました。よって、これを賞すると共 にここに記

念品 を贈呈 します。平成 21 年 12 月 4 日 。埼玉大学工学部工学部長山口宏

樹 。おめでとうございます。	
 

	
 

	
 

＜拍手＞ 	
 

	
 

山 辺 F D 部 会 長 ：どうもおめでとうございました。受 賞者の方は席にお着 き頂 きた

いと思 います。続 きまして、カテゴリー 2、 90 人 までの講 義 、第 一 位 は、微 分 積 分

学 1、阿 部 先 生 です。第 二 位 、電 子 回路 、第 三 位 、数 値 解析 とアルゴリズム、で

す。	
 

	
 

山 口 学 部 長 ：表 彰状 、平成 21 年度埼玉大学工学部ベストレクチャー賞 、微分

積分学 1、阿 部英樹殿 。以下同文です。おめでとうございます。	
 

	
 

＜拍手＞ 	
 

山 辺 F D 部 会 長 ：どうもおめでとうございます。後 ほどでも結構 ですが、席 にお着

き頂 きたいと思 います。それではカテゴリー 3、 91 人以上 の講義 ということで、第 一

位 は、応 用 解 析 学 、池 口 先 生 でいらっしゃいます。第 二 位 は内 田 先 生 、第 三 位

は睦好先生でした。どうぞ。	
 

	
 

山 口 学 部 長 ：ちなみに池口先生は 2 年連続でございますので、レーザーポインタ

ーが 2 つ目 ということになります。表 彰状 、平成 21 年度埼玉大学工学部ベストレ

クチャー賞 、応用解析学 、池口徹殿 。以下同文です。おめでとうございます。	
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＜拍手＞ 	
 

	
 

山 辺 F D 部 会 長 ：それでは、最後のカテゴリーですが、演習科目 ということで、第

一 位 、後 藤 先 生 、実 は第 二 位 も後 藤 先 生 、第 三 位 は琴 坂先生 でした。前 へどう

ぞ、よろしくお願 いします。	
 

	
 

山 口 学 部 長 ：あの、ご覧 頂 いてお分 り頂 けるように、 4.67 という数 字 は、滅 茶 苦

茶高 い数字 だと思 います。かと言 って（賞 状 などは）他 とは変 わりないのですが・・・。

表 彰状 、平成 21 年度埼玉大学工学部ベストレクチャー賞 、情報基礎演習 、後

藤祐一殿 。以下同文です。おめでとうございます。	
 

	
 

＜拍手＞ 	
 

	
 

山 辺 F D 部 会 長 ：どうもありがとうございました。それでは、ここからは各先生方に

ワンポイントアドバイスを頂 くということになっております。まず、最 初 はタモー先 生 、

よろしいでしょうか？	
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タモ先 生 ： じゃあ、どうですか？ いつも、こんにちはから始 まりますので、みんなさ

んこんにちは、はい、あのまあ、山 辺先生の説明 を聞いて、やはりかなりのカラクリが

ありましたみたいですね。賞 を取 ったことで、僕 が取 るために。じゃあ… 。そして、もう

一 つの心配 がありますけどね。これ、ウィンドウズからマックに変 換 されたところで、も

しかしたらすごくヘンなものになりましたかも知 れませんと思 って… 。まあいいや、や

っ て み ま し ょ う 。 One	
 point 	
 advice 	
 Trilingualism  三 国 語 志 、 Japanese	
 

and	
 English 	
 and	
 日 本 語 と 英 語 と But	
 we’ ll	
 get 	
 to 	
 that 	
 later.	
 

First...それについては後 で話 し ます 。 まずはあ り が と う 。 Thank	
 you 	
 very	
 

much.	
 But 	
 it 	
 was 	
 a 	
 surprise 	
 indeed!!	
 ありがとうございます。それでもビッ

クリしました、本 当 に。 Jokes.	
 Perhaps 	
 I 	
 made 	
 too 	
 many 	
 jokes 	
 in 	
 class.	
 

授 業 中 の冗 談 は多 過 ぎたかもしれません。 So	
 the 	
 students 	
 thought 	
 that	
 

the	
 evaluation 	
 also 	
 was 	
 s ome	
 sort 	
 of 	
 joke.	
 学 生 たちは授 業 評 価 のこ

とを、それもまた冗 談 だと思 ったでしょ う 。 And	
 so 	
 they 	
 made 	
 a 	
 little 	
 joke	
 

themselves.	
 し た が っ て 、 ち ょ っ と だ け ふ ざ け た か し ら 。 Following	
 their	
 

teacher. 先 生 に 倣 っ て 。 No!	
 That 	
 is 	
 not 	
 all. 	
 The 	
 students 	
 had	
 

learned	
 an 	
 important 	
 lesson: 	
 jokes 	
 are 	
 serious 	
 communication!	
 い

いえ、それだけじゃありません。学 生 たちは大 事 なことをちゃんと理 解 しました。冗

談 は大 切 なコミュニケーションの方 法 です。 Jokes	
 are 	
 the 	
 third 	
 language.	
 

冗談 は第 三 の国 語 であります。 Thus	
 my 	
 advice: 	
 Lecturers 	
 must 	
 increase	
 

their	
 jocular	
 competence	
 and	
 their	
 fluency	
 in	
 jokes	
 thinking.	
 従

って、僕 のアドバイス。講 師 は冗 談力 をアップして、冗 考 力 を身 につけなくてはなり

ま せ ん 。 But	
 how? 	
 First 	
 one 	
 mu st	
 investigate 	
 humor, 	
 which 	
 is 	
 a	
 

very	
 peculiar	
 thing.	
 しかし、どうすればいいですか？ まず、ユーモアの特徴

の徹 底 的 な研 究 が急 務 です 。 Whereas	
 TV 	
 comedians 	
 are 	
 not 	
 funny 	
 in	
 

the	
 least...	
 TV のお笑い芸人はちっとも面 白 くないのに...	
 	
 	
 

...politicians	
 and 	
 bureaucrats 	
 tirelessly 	
 perform 	
 acrobatic	
 

feats	
 of 	
 humor. 	
 For 	
 exampl e...	
 政 治 家 と官 僚 は飽 きもせずにユーモアの

離 れ 業 を 演 じ て い ま す 。 Case	
 study 	
 1: 	
 In 	
 order 	
 to 	
 reduce 	
 carbon	
 

emissions,  実 例 研 究 1 、 二 酸 化 炭 素 排 出 量 を 減 ら す た め に 、 the	
 

Government	
 encourages 	
 	
 	
 政府 が促進するのは、 ...the	
 purchase 	
 of 	
 new	
 

cars	
 新 自 動 車 の購 入 です 。 While	
 at 	
 the 	
 same 	
 time 	
 it 	
 reduces 	
 gas	
 

taxes	
 さらにガソリンを減 税 しながら and	
 abolishes 	
 h ighway	
 fees.	
 高 速 道

路 の料 金 を ゼ ロ に し ま す 。 We	
 see: 	
 To 	
 understand 	
 government 	
 policy,	
 

the	
 populace 	
 must 	
 develop 	
 a 	
 very 	
 sturdy 	
 faculty 	
 of 	
 humor. 結 論 :	
 

政 策 を理 解 するために 、国 民 はユーモア力 をさ らに固 めな くてはな り ません 。

Aiding	
 that, 	
 of 	
 course, 	
 is 	
 a 	
 task 	
 of 	
 the 	
 University.それはもちろん、

大 学 の 責 任 で も あ り ま す 。 Luckily!	
 	
 Universit ies	
 themselves 	
 are 	
 in	
 

the	
 forefront 	
 of 	
 humor 	
 development. 	
 E.g:	
 幸 いなことに、ユーモアの最

先 端 を走 っているのは、やはり大 学 です。実 例 、 Case	
 study 	
 2: 	
 I 	
 have 	
 heard	
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of	
 a 	
 University 	
 with 	
 outstanding 	
 research 	
 in 	
 environmental	
 

policy	
 and 	
 urban 	
 transportation 	
 planning. 	
 This 	
 University	
 

encourages	
 sus tainable	
 transportation 	
 and 	
 therefore...	
 実 例 研 究

2、ある環 境 と都 市 交 通 の研 究 に長 けている大 学 は、持 続 可 能 な都 市 交 通 を促

進 するために、 Banishes	
 bicycles 	
 to 	
 the 	
 back 	
 door.	
 自 転 車 を裏 口 に追

放 し、builds	
 a	
 heat	
 island	
 for	
 parking	
 them	
 ...	
 ヒートアイランドの駐輪

場 を作 り、and	
 allows	
 only	
 cars	
 onto	
 its	
 grounds.自動車の乗 り入 れしか

許 し ま せ ん 。 We	
 see: 	
 Hu mor	
 education 	
 is 	
 in 	
 good 	
 hands 	
 at 	
 this	
 

University.	
 結 論 、この大 学 はユーモア教 育 にも長 けています。 I	
 end 	
 with	
 

homework	
 questions: 	
 How 	
 can 	
 one 	
 actually 	
 use 	
 this 	
 example 	
 in 	
 a	
 

lecture?	
 最 後 に宿 題 。実 例 2 を具 体 的 にどのように講 義 で活 用 しますか？ 

Perhaps	
 as 	
 a 	
 riddle: 	
 What 	
 happens 	
 if 	
 a 	
 University 	
 wants 	
 to 	
 be 	
 a	
 

Superhighway?	
 	
 	
 

	
 例 えば、謎 かけにして、大 学 とかけて高 速 道 路 と説 く、その心 は？ その居 心 地

は？ その満足度は？ ありがとうございました。	
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山 辺 F D 部 会 長 ：それでは続 きまして、第 二番目のカテゴリー、51 名以上 90 名

以下の部門の受賞者 ということで、阿 部先生 よろしくお願 い致 します。	
 

。	
 

	
 

阿 部 英 樹 先 生 ： まずは、遅 刻 を致 しまして申 し訳 ありませんでした。今 日 は筑 波

から駆 けつけました。非 常勤で数学の微分積分第 1 というのをこの数年間受け持

ちをさせて頂 いています。阿 部 と申 します。まずは、私 にこのチャンスをお与 え頂 い

た鎌 田 先 生 から本 多 先 生 、いつも本 当 にありがとうございました。筑 波 にあります

物 質 ・材 料 研 究 機構 という、かつて旧 科 学技術省傘下 の研究所 、今 、独 法 化 さ

れました所 から参 りました者 です。学 生 諸 君 に講 義 をするというチャンスが一 度 も

無 く、平 たく申 し上 げますと素 人 です。その素 人 の私 に好 きなようにやってみて良

いとおっしゃって下 さったのが鎌田先生ですので、本当 に何 と申 しますか、もったい

ない話であります。また、こういう場 に私 が居 ていいものかどうかと、正 直今戸惑 った

りしている次 第 ですが… 。そういう次 第 ですので、アドバイスというようなお話 をおっ

しゃられても、ただ恐 縮 するばかりで。そうですね。 1 学期 、一 番 最 初 に学 生諸君

に私がどんなお話 をしたかというのを、イントロダクションの部分 を簡単にご紹介 して

みたいと思 います。よろしくお願 いします。	
 

 最 初 はまず自 己 紹 介 から始 めまして、筑 波 というのはどこにあるかというお話 をし

ました。今 、エクスプレスという汽 車 がつきましたので大 分 便 利 になりましたけども、

私 が赴任 しました十数年前は、陸 の孤島 というべき外れにありまして、バスで 2 時

間 、往復で 4 時間かかるところにあったと。で、周 りは研究所の… 。こちらにご覧 に

入 れているみたいに、今 でも万 葉 時 代 の田 園 風 景 が広 がったりしているわけなん

ですけれども、そこにポツポツとまあ超 近 代 的 な研 究所 があるということはご承 知 の

通 りかと思 います。私 の研 究 所 はその中 でも、特 に物 質 材料 、無 機 、有 機 、生 体

も最近ですが、の研究 をミッションとしています。	
 

 最 初 にこの微 分 積 分 という、そのいわば一 般 教 養 、しかも私 の認 識 では理 科 学

研 究 における多 分 一 番 重 要 な数 学 という部 分 を私 が受 け持 つというお話 を頂 い

た時に、いわゆる基礎的 な本格の数学 というのは、これは手 に合わないと。また、そ

れをする多 分 資 格 も無 かろうと、そういうふうに思 いまして、それならばむしろ、この

問 題 を、最 新 の研 究 トピックスを交 えて、「言 語 としての数 学 」というものを実 際 に

現場 で働 いている我 々研究者 が、どのように使 って、そして問 題 を解 決 しているか

みたいな話 を出 来 れば、せめて学 生 諸 君 のモチベーションの助 けにもなるだろうと

いうのが唯一 、思 いつきでした。	
 

 で、それを実 現 するために、前 期 の微 分 積 分 のうち微 分 の話 をするにあたって、

私 あの、半 年 の講義 を通 じて一つのプロジェクトと言 いますか、この問題 を解 くため

に全 てのテクニックを習 得 していくんだ、というふうに話 を作 ることにしました。で、 1

学 期 にプロジェクトとして掲 げましたテーマが、皆 さんよくご承 知 のケプラー問 題 で

ありました。	
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 これはコペルニクス時 代 の、いわゆる天 球 儀 というものの像 です。その像 から発 し

て、いわゆる地動説 、天 動説の時代から、今 我々が得 ているこの太陽系 という、今

ではもう多 分 地 球人 のほとんどがこういう認 識 を持 っていると思 うわけなんですけれ

ども、これは実 は、与 えられたものではなく、いわば科学 を最初 に創 ってきた人々が、

その想 像 力 を持 って創 り上 げてきた一 つの描 象 なのだということを身 を以 て学 生

諸 君 に体 験 してもらいたいという思 いで、この問 題 を最 初 に持 ってきたということで

した。	
 

 で、具 体 的 な問 題 というのはこうでした。つまり太 陽 の周 りに惑 星 が楕 円 軌 道 と

いう特 殊 な軌 道 を持 って周 回 していると。それを三 つの法 則 にまとめられたのが、

ティコ・ブラーエの弟子 のヨハネス・ケプラーだったと。そのケプラーが提出 した三 種

類 のいわゆるケプラーの定義 というか、法 則 というものをまず数式 にするというところ

から始 めました。この言 語 で書 かれた、惑 星 は太陽 その周辺 にという言 い方 。それ

が数式 という形 でどういうふうに単 純 化 され、また客 観化 され、数 量 化 されるかとい

う話 をして、その後 この方 式 の持 つ意味 をですね。つまりこの三 つの方 式 がいかに

して、アイザック・ニュートンによって一 つの簡単 で美 しい、ニュートンの方 程式 に終

着 したかという話 をしていきました。	
 

 最 後 の期末の試験にはそのケプラー問題から一点 、多 分 その… 。興 味 を持 って

付 いてきてくれた諸 君 には、多 分 面 白 かっただろう問 題 を載 せたりしたわけなんで

すが、これが正直 、私 がこの埼玉大学で 2 年間やらせて頂いた講義の一端です。

今 、講 義 の授業は積分に入 りました。講 義 の方では、いわばこの仕事が 17 世紀

までのヨーロッパの姿 だとしたら、その後 ということで、今 、プランクの輻射公式 という

ものに移 っています。	
 

 つまり、まとめますと、「言 語 としての数 学 」というか、「道 具 としての数 学 」という側

面 をすごく強 調 させて頂 きました。ですので、逆 に数 学 が非 常 に好 きな、愛 してい

るという諸 君 には物足 りない講 義 だったかも知 れないと、やや反省 しております。い

ずれにしても、最 初 に戻 りますけれども、教 育 というよりもその… 。こういう若 いその

… 。そうですね。僕 の研 究 所 でもまず見 ないような若 い方 々に、直 接 こういう私 が

半 生 かけて楽 しんできた（科 学 という）世 界 の話 をすることが出 来 たというのは、私

にとっての最 大 の喜 びでありましたし、願 わくばこれからもそのようにさせて頂 きたい

と思 う次 第 であります。どうも本 当 にありがとうございました。これからもどうぞ、ご指

導のほどよろしくお願 い致 したいと思 います。では。	
 

	
 

＜拍手＞ 	
 



 17 



 18 
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山 辺 F D 部 会 長 ：どうもありがとうございました。それでは、続 きまして第 3 のカテゴ

リー、既 に慣れたものだという、失 礼 しました。	
 

	
 

池 口  徹 先 生 ：情 報 システム工 学 科 の池 口 です。長 く話 すと、前 川 先 生 に後 で

長すぎだとお叱 りをいただきそうなので短 めにお話 します．この度 はまた賞 を頂 きま

して、山 口先生 、FD 部会の皆様 どうもありがとうございました。	
 

まずは謝 辞 から入 りたいのですが、最 初 にお礼 を言 いたいのは重 原 先 生 です。

2002 年度からカリキュラムを改変 した時 に、私 にこれを担当 したらどうかといって頂

きました。それから、私 がこのように賞 を頂 いておりますが、この講 義 は平 岡 先 生 と

一 緒 にやっております。完 璧 に一 体 化 しています。ですので、私 だけいただくのは

本当に申 し訳 ないと思 っております。レーザポインタを 2 本いただいたので 1 本お

渡 ししようかなと思 っています。そして、次 に、この講 義 を担 当 はじめた頃 ですが、

今 はもう玉 川 大 学 に移 られましたけど、演 習 をご担 当 いただいた酒 井 先 生 には

色々と良 い意見 を言 っていただいて、良 い内容 にしてもらったと思 っております。あ

と TA がいままでたくさん付 いてくれていました。授 業時間以外でもかなりの負荷 を

お願いして、助 けてもらっています。あとそれから、情 報 システム工学科の学生の皆

さんにお礼 を言いたいと思 います。	
 

 さて、ワンポイントアドバイスをということでしたが、いつも申 しあげているように、皆

様 に言 えることは全 くありません。そこで、いつも通 り講 義 で行 っていることを簡 単 に

紹介 しようと思 います。この授業は情報システム工学科で 2002 年にカリキュラムを

大幅に変 えまして、その時に必修が非常に増 えたのですが、その際に新規に設定

された 1 年生対象の数学系の授業の一つになっています。1 年生の後期で必修

科 目 です。この他 、内 田 先 生 がご担 当 の応 用 線 形 代 数 、重 原 先 生 の情 報 数 学

入門 、それから後藤先生が演習 を担当 されている離散数学などが 1 年生の必修

科 目 になっています。私 が担 当 しているのは応 用 解 析 学 という科 目 ですが、内 容

は多 変 数 関 数 の微 積 分 としています。こんなことを言 うのは少 し変 かもしれません

が、情 報 システム工学科の学生の中には、もちろん数学が好 きな子 もいますけどそ

うじゃない子 も少 しいるんですね。こんなことを私 が言 うとおかしいかも知 れませんけ

れど、情 シスだとこっちのイメージが強 いというのが正 直 存 在すると思 います．私 自

身 はそんなことは間 違 っていると思 うのが、端 末 の前 に座 るとキーボードの上 で勝

手 に指 が踊 りだすと勘 違 いしている学 生 もいるぐらいなので、そういう意 味 では、何

とかこっちの方 も面 白 いよということは言 おうと思 っています。そういう方 向 での取 り

組 みということで、まず、講 義 と演 習 を一 体 化 しています。情 報 システム工 学 科 の

1 年生の数学系必修科目は先ほど紹介 しましたが、これらの科目は、講義 と演習

で一 セットとなっています。応 用 解 析 学 では特 に、講 義 と演 習 を完 全 にリンクさせ

て、合 わせて単 位 を出 すようにしています。それから教 科 書 は… 。 2003 年 から英

語 の本 を採 用 しました。なぜかと申 しますと、絵 が多 いからですね。図 での解 説 が

非 常 に多 いです。ただし，英 語 ではあることに違 いはないので、夏 休 みにあらかじ

め宿 題 をやってもらい、英 語 に少 しは慣 れてもらうようにしています。そして、評 価

方 法 ですが、この前 の教 授 会 でも色 々議 論 もありましたように、学 生 が 3 分 の 2
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以 上 出 席 することが必 要 となっていますが、私 は基 本 的 に授 業 には来 てもらいた

いので、要 するに「俺 の話 を聞 け」じゃないですが、聞 いてもらわないと始 まらないと

思 うので、出 席 を強 制 しています。具 体 的 には、小 テストを毎 回 やって、それを 6

割 として評価に出すようにしています。そうするとほとんど来 ます。なので、私 の担当

している講 義 の場合 はほとんど全 員 が出 ているという形 になっています。それから、

中 間 試 験 と期 末 試 験 は 20%としています。ちょっと重 みが少 ないので、小 テストを

普 段 頑 張 れていなくて、後 で、中 間 とか期 末 の時 に一 発勝負 で逆 転 できるタイプ

の子 にはもしかすると申 し訳 ないかも知 れないです。ただ、普 段 小 テストをやってい

るので、中 間 とか期末 も良 くなるんじゃないかと勝手に解釈 して、文 句 を言 ってきた

学 生 には言 い返 しています。それから、コメント用 紙 というのを使 っていまして、毎

回 出 席 代 わりということではないですが、今 日 の授 業 でどうだったか？教 室 が暑 か

ったとか、寒 かったとか… 。大 体 寒 いとか、もっと温 度 調節 をちゃんとやれとか、そう

いうコメントが意 外 と多 くあります。もちろんこの内 容 が分 からないとか、今 日 は何 を

言 っているのか全然分からなかったとか、駄 目出 しをされることもあります。それを私

がピックアップして、 TA に入 力 してもらい、それに対 して返 事 を返 すというのをホー

ムページでやっています。細 かいことは例 年 と同 じなので、もし良 ければ、資 料 にも

上げておきましたけれども URL にアクセスしてもらったら分 かるようにしておきます。	
 

 アンケートを通 じてこういう賞 をいただくことになりましたが、去 年 は取 り組 み内 容

を話 させて頂 いたんですが、今 回 は、少 しアンケート結 果 の履 歴 を振 り返 ってみま

した。で、よくよく見 てみると、エライことをやっていたなという時 代 もございまして、担

当は 2002 年からですが、反省すべきところがいくつかあります。例 えば、「シラバス

は良 く分 かったか？」最 初は酷いものですよ。最 近はなんか良 くなってきたんですけ

ど。ただ、シラバスを読 まん奴 がいますからね。そういう意 味 ではちょっと… 。あと、

「教 材 は良 かったか？」これは２００３年 からずっと英 語 の教 科 書 を使 っているので

すが、数 値 はなぜか上 がっているんですね。これはよく分 りません。「課 題 は適当 だ

ったか？」これもほとんど一緒 なんです。ただ、2003 年はちょっと詰 め込み過 ぎまし

た。ものすごく詰 め込 んだんです。最 初 に英語 の本 を採用 したのはこの年 だったの

ですが、張 り切 って平 面 図 形 とか空 間 図 形 から始 めてですね。外 積 とかも全 部 や

って、下 手 するとベクトル解 析 まで行 くような勢 いで、もちろん一 変数 の微積 もやっ

たんですけど相 当 不 評 でした。それから、「役 に立 つと思 ったか？」同 じことを話 し

ているんですけど、基 本 的 に上 がっているんですね。これも分 りません。それから、

「関 心 を引 き出 したか？」最 初 から引 き出 しているつもりなんですけどね。これも動

かないんです。全 然 イメージが湧 かないです。それから、「話 し方 は良 かったか？」

これも良 かったと思 うんですけど、変 わってないと思 いますので。それから、時 間 は

最初からできるだけちゃんと守 ることにしたと思 います。あと、「発 言 を促すようにした

か？」これは基本的 に難 しいんですね。難 しいのは、60 人定員 でファンクラブがい

ますので、毎年大体プラス 30 人 ぐらいになるんです。そうすると、90 人相手に、発

言 しろと言 ってもするわけないですよね。なので、コメント用 紙 を使 っているというのも

あります。そういう意 味 では、この設 問 内 容 について対 応 するのは、ちょっと難 しい

んですが、でも何 故 か数 値 が上 がっているというのはよく分 らない。ですから、いか
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にアンケートの結 果 が… 、すいません。はっきり言 うとよく分 らないと、最 近 思 ってい

ます。ただ、一 応 こういう形 ではある。ただ、正 直 に言 うと一 つだけ、もう絶 対 これは

良 くありたいという設 問 があって、今 ここに上 げていないのですが、何 だか分 ります

か？ はい、ありがとうございます。若 手 に振 ろうかなと思 ったんですが、そのとおり、

今 、学 部長に言 っていただきましたけど、熱 意 というのを上 げなかったんですね、熱

意 はいつも… 。これこそ、重 原 先生 とはいつも語 っているんですが、これはもう絶 対

負 けたくない。いったい誰 と競 争 しているんやという話 もありますが、負 けたくないと

思 っていまして、熱 意 は最初から高 かったのは… 。技 術 は無かったかも知 れません

が、これは重要 だと思 っています。でもまあ、他 の科目 も実 を言 うと、大 体 高 く頑 張

るようにはしています。他 の科 目 に関 して言 うと、実 を言 うと熱 意 以 外 はほとんど良

くないんですけども、このブルーが応用解析学で、あと 3 年生の専門で非線形 シ

ステム概論 というのと、一 昨年から生体情報論 を担当 していますが、基 本的にこれ

がもし上 じゃないと、正 直 に言 うとすごくブルーに… 。落 ちた時 に何 でやろうと思 っ

てしまいます。今 ちょっと落 ち気 味 ですね、この科 目 。なのでちょっとブルーなので

すけれども、来 年は上げたろうかなと思 っています。まあそういう意 味 で、常 にこれは

やろうと思 っているのは、この点 ですね。この熱 意 は、絶 対 学 生 達 が共 感 してくれ

ているのは何 となく分 っています。講 義 内 容 自 体 には、細 かい点 で分 らないことは

たくさんあるみたいですけれども、熱 意 があれば… 。まあ、でも最 近 空 回 りするんで

すよね。歳 が離 れていくので、昔 のギャクが通 じないんです。ちょっとツライのはある

んですが、それも含 めて何 とか。はい。やりたいなと思 っています。	
 

 もちろん、一 生 懸 命 にやると非 常 に嬉 しいコメントも返 って来 まして、授 業 アンケ

ートの最 後 に自由記述欄 というのがありますよね？その中 に、去 年 、非 常 に嬉 しか

った自 由 記 述 がありました。それは何 かというと。ある学 生 なんですけど… 「中 間 と

期末試験でそれぞれ 80%越えても、小 テストの成績が悪いと優 を取 りづらいのがツ

ライ」と。これは，この応 用解析学／演習 の進 め方 に反論 、反 感 を持 っている子 な

んですけれども。ただ、そういう子 でも、「先 生 は非 常 に情 熱 的 で、情 報 界 の松 岡

修造だと思 う」と言 ってくれたのは非常に嬉 しかったです。	
 

 本 日 はどうもありがとうございました。	
 

	
 

＜拍手＞ 	
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山 辺 F D 部 会 長 ：どうもありがとうございました。それでは、最後のカテゴリー 4 で、

後藤先生お願いします。	
 

	
 

後 藤  祐 一 先 生 ：情 報 の助 教 の後 藤 です。私 は、情 報 システム工 学 科 の出 身

で、そのまま教 員 に採用 され、この授 業 を担 当 させて頂 いています。今 回 この賞 を

いただけたのは、そもそも私 を学 生 時 代 から育 てて下 さった先 生 方 、並 びに、もう

既 に他 の大 学 に行 かれたのですけれども、私 がこの授 業 を担 当 する前 の担 当 の

中 村 先 生 、そして、近 藤 先 生 のおかげだったと思 います。どうもありがとうございま

す。	
 

	
 

ところで、ワンポイントアドバイスとあるのですけれども、私 は、ワンポイントアドバイス

を出 来 るほどの経 験 はありませんので、取 りあえず私 が何 をしているのかというのだ

けをご紹介 させて頂 ければと思 います。	
 

	
 

私の担当 している情報基礎演習 というのは、主 に情報 システム工学科の１年 生向

けの UNIX 環境でどうやって計算機 を利用するのかについての導入授業です。情

報 システム工 学科 では、必 修 の講義 を大体 、講 義 と演 習 とセットにしています。情

報 基 礎 演 習 に対 応 する講 義 は「情 報 基 礎 」という名 前 で、橋 口 講 師 が担 当 して

おり、LaTeX と統 計計算 ソフトの R というものがあるのですが、それを使 ってどうやっ

てレポートを作 成 するのかということを教 えられています。私 の担 当 する情 報 基 礎

演習では、その LaTeX や統計 ソフト R の他にレポートの作成に必要 なソフトウェア

の使い方 、また UNIX コマンドの基本的 な使い方に関 して教 えております。具 体的

な内 容 は UNIX コ マ ン ド 、 Web でど う い うふ う に情 報 検 索 を行 うのか 、 ま た 、

Windows と UNIX では、普段使用するソフトウェアが違いますので、エディターの利

用方法や、どうやって図 を描 くのか、グラフを作成するのか、そして UNIX 特有の小

ネタを紹介 しています。	
 

	
 

授業の進め方ですけれども、情 報基礎 と情 報基礎演習は連続になっております。

また、講 義 と演習にそれぞれ TA を 2 人ずつつけて頂いています。情報基礎演習

では、最初の 30 分から 60 分間 ぐらいは、今日の内容 として、何 をやるのかという

ことを説 明 します。残 りの時間は皆 さん手 を動 かしてやって下 さいというようにしてい

ます。あと、毎 回 の授業 で必ず課題 を出 しています。締 め切 りは翌 週 にしています。	
 

	
 

あと、端 末 演 習 室 という情 報 システム工 学 科 の専 用 のパソコンルーム（パソコンル

ームというと情 報 の他 の先 生 方 に怒 られるのですけれども）、そこのパソコンルーム

は、部 屋 の構 造 の関係 で私 の声 が通 らない時 があるのですね。ですので、説 明 す

る内容や使用 コマンドに関 しては全 て Web ページにあらかじめ載せておいています。
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もし、学 生 が私 の説 明 についてこられなくなったらそれを見 ながら自 分 で進 めなさ

いというようにしています。	
 

	
 

ここまでの説 明 でわかっていただいたと思 いますが、先 ほど池 口先生 のお話 であっ

たとおり、情 報 システム工 学 科 に来 る学 生 は皆 パソコンを使 って何 かをやりたいと

思 っています。ですが、本 学 科 の 1 年生 の授業 はほとんど数 学 です。ですので、

学 生 は情 報 基 礎 演 習 の内 容 に無 条 件 に喜 んでくれます。今 回 は評 価 が高 かっ

たのは多分 これが理由 じゃないかなと思 っております。	
 

	
 

他に授業 を行 う上 で心 がけていることですけれども、私 が自分 の学科 の出身 という

こともありまして、着 任 当 初 は何 となく学 生 の気 持 ちがわかるような気 がしていまし

た。でも最 近は段々年 をとってきてわからなくなり始 めましたので、ここ 3 年間は授

業の第 1 回目にアンケートを取 っています。内 容 は基本的に、あなたは情報 シス

テム工 学 科 で何 を望 みますかとか、何 を身 に付 けたいですかとか、この授 業 はどう

いうことをしたいですかということを書 かせます。大 体 、学 生 はパソコンが上 手 くなり

たいとか、プログラミングが上手 くなりたいとかを書 きます。そこで、私 は、それに対 し

て、「情 報 システム工 学 科 というのはパソコンの使 い方 を教 える所 ではありません。

それは自 分 で勉強 しなさい。」「あなた達 がコンピュータの作 り方 を学 ぶのです。」と

お説教 をしています。これはここ 3 年間毎回やっています。あと、授 業 の第 12 回

ぐらいにですね。「そこまでの授業でやったところで何 が面白かったですか？」「何 が

難 しかったですか？」ということについてもアンケートを取 っています。これは、授 業

の進め方がどうなのかというのを知 るために書いてもらっているものです。	
 

	
 

そして、私 は、（今 回 、演 習 部 門 で２位 だった）離 散 数 学 演 習 という演 習 も担 当 し

ているのですが、そちらも 1 年生向け授業です。そこで、せっかく 1 年生向け授業

を２つ受 け持 っているので 4 年後に学生が、私 の所属する研究室に卒論生 として

来 た時にあまり困 った子 にならないように、1 年生のうちからある程度の洗脳 を試み

ています。具 体 的 には、受 講 態 度 とか、あるいは大 学 生 としてはこうあるべきだよと

いうようなメタな知識 も余談 として伝 えるようにしています。	
 

	
 

アンケートをする、あるいは学 生 の分 らないところを聞 いた時 に気 をつけているのは、

自 分 が大 学 生 だった時 のことを基 準 にしないようにということです。私 が大 学 生 だ

った時 には、情 報 システム工 学 科 に入 ってくるのは、コンピュータが大 好 きな人 間

ばっかりでした。でも、今 は、コンピュータが一 般 になったため、ある程 度 偏 差 値 で

選 んで入 ってくる子 もいます。自 分 が学 生 のときとちょっと違 うなということがあるの

で、それを気 をつけています。あとは、初 回 のアンケートと 12 回目のアンケートを取

っている時 にですね。学 生 が常 に望 むのは、双 方 向 な授 業 にして欲 しいということ

です。一 方的 にしゃべられるのはとても嫌 だということを多 くの人 が書 いています。じ

ゃあ実際に双方向に出来 るかと言 われれば、ちょっとそれは難 しいので、学生が双

方向 になっているなと思 わせれば勝 ちかなと思 いまして、それを演 出 するようにして
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います。具 体 的 には、「一 方 的 に」というのは相 手 が分 らないスピードでしゃべって

いることの一つの表現 なので、自 分 ではちょっとクドイかなというぐらいに、細 かく、ジ

ャンプが無 いように説 明 するようにしています。あとは、分 らなくなった時 にはいつで

もそこを探せば授業の内容があるよとという解 説ページを用意 しようと思 い、実 際 そ

うしています。そして、アンケートを取 ったら、取 りっぱなしにすると、学 生 の方 が双

方向性 を感 じてくれないので、アンケートのコメントに返 信 するようにしています。最

後 に、自 分 が教 えたいなと思 う量 と学 生 が咀嚼 できる量 がかなり食 い違 っているの

で、毎 年 ちょっとずつ内 容 を減 らして、毎 年 説 明 を細 かくしています。私 が心 掛 け

ているということは以上です。どうもありがとうございました。	
 

	
 

＜拍手＞ 	
 

 
山 辺 F D 部 会 長 ：それでは、ここで第一部 を終了 させて頂 きます。また、改 めて受

賞者の先生方に拍手 をもって感謝 の意 を表 わしたいと思 います。おめでとうござい

ます。	
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5 第 ２部  アンケート結 果 の紹 介 	
 

	
 

山 辺 F D 部 会 長 ：それでは時間 となりましたので、第二部 を始めたいと思 います。

第二部ではパネルディスカッションを後 ほど行いますが、それに先立 ちまして、今 年

度 FD 部会 としての取 り組みをご紹介 させて頂いた後に、パネルということにさせて

頂 きたいと思 います。最 初 に学 部 長 からもご紹 介 がありましたように、今 年 度 は大

学院への進学率 を考 えるということで始 めたわけです。最 初 のスライドは、文 字 だら

けで申 し訳 ありませんが、修 士 課 程 での勉 学 や研 究 が今 後 とも必 要 とされるであ

ろうと思 われるのですが、埼 玉大学理工学研究科への進学率は多少 、関 東近辺

国 立 大 学 と比 べて低 い水 準 に少 し留 まっているのではないか。修 士 課 程 に進 学

する意 欲 というのは、学 生 の面 から見 た教 育 に対 する満 足 度 を反 映 しているので

はないだろうか、ということからスタートしました。それで、最 後 の段 に書 いてあります

が、本 年 度 は修 士 課 程 の進 学 率 の推 移 を調 査 するとともに、大 学 院 に在 籍 して

いる学 生 と卒 論 生 にアンケートを実 施 して、学 生 生 活 の満 足 度 について考 えると

いう機 会 を持 ったということです。次 に大 学 院 への進 学 率 の経 年 変 化 ですが、全

ての学 科 で調査 したわけですが時間 の関係 もありまして、最 初 は応用化学科 から、

平 成 17 年度からの大学院への進学率 、進級率です。進級率 というのは、4 年生

になって卒 業研究 に着手する率 です。着 手 する率 が 80%、 90%近 くあって、そのう

ち 50%程度が進学する。ここ 2～ 3 年では多少増加の傾向です。機械工学科でも

同 じような傾向ですが 50%～ 60%。振 れはありますけど、40～ 55 程度に推移 してい

る。三 番目の例が建設工学科ですが、この進学率は 30 数 %ですが、少 し特殊 な

事 情 がありまして、大 学 院 に留 学 生 国 際 コースがあって、その関 係 もあって、この

データは日本人だけですが、多 少低い水準にあります。これらの調査 を踏 まえてア

ンケートを実施 したわけです。アンケートは 10 月の中旬に実施 しました。およそ回

収率が 66.5%。全 学科合わせてということであります。最 初の質問項目は、いつ頃

大学院に進学することを決 めましたかというものでして、大 学 に入学する前 からとい

うのがおよそ 20%弱 。徐々に 1 年の頃 、2～ 3 年の頃 、卒業研究の頃 ということで

増 えていきます。ただ、各 学 科 について見 てみますと、多 少 違 いがありまして、ここ

に示 した機 械 、電 気 電 子 、応 化 、機 能 材 料 については、全 て大 学 に入 学 する前

からというのは、およそ 20%前 後 の学 科 ですが、少 しずつ特 徴 があって、例 えば、

機能材料工学科では、大学入学後比較的初期の頃から、例 えば 1 年生の時 と

いうふうに答 えた学生 がおよそ 30%近 くいます。 2～ 3 年の頃 からというのは、比 較

的 多 いけれども時 系 列 で徐 々に増 えていって最 終 的 に 50%近 くになるというわけ

です。次 の質 問 は、大 学 院 に進 学 した理 由 に主 なものを三 つ以 内 で答 えて下 さ

いということで、高 度 で幅広 い知識 と教 養 を身 に付 けたい。あるいは、就 職 に有利 、

会社で研究開発の仕事に就 きたいなどを合 わせて 55%程度 。学生でもう少 しいた

かったが 15%ぐらいで、この質問項目 を設 けておいて良かったというふうに思 ってい

ます。それで、これについても先 ほどの 4 学科 を例に取 りますと多少違いがあって、

機 能 材 料 工 学 科 では、会 社 で研 究 開 発 の仕 事 に就 きたいから、という答 えが相
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当数 あり 25％位です。4 分の 1 です。応用化学 も似 たような値 となっています。模

式 的 に書 くと、最 初 から興 味 や関 心 があって、講 義 、実 験 などを通 じて大 学 院 に

進学するというストーリーかと思 います。そこで、つい最近 CD-ROM が届いたわけで

すけれども、学 生 による授業評価 2008 年度版からデータを拾 いました。これは前

期 のデータですけれども、講 義 と演 習 および実 験 に分 けまして、講 義 と演 習 の中

の第 10 問 。すなわち、総 合 評価 が一番高 い学科はどこで、回 答 率 が一番高 い

学 科 はどこかを調 べました。これは、全 科 目 の全 受 講 生 が回 答 した全 てのデータ

の平均値 と回答率です。環境共生学科は、まだ学年進行中で 2008 年度では 1

年生 だけなので参 考 にならないと思 い省 いてありますけども、 2008 年 の前 期 につ

いては講義 、演習の第 10 問 、あるいは実験の第 11 問が総合評価に当たるわけ

ですが、どちらの科目 も機能材料工学科 、応用化学科が高い回答率 と高 い評価

を得 ている。高 い回 答 率 というのは高 い出 席 率 に等 しいわけですから、たくさん出

席 していて評 価 も高 い。 2008 年 度 後 期 は多 少 の振 れやブレがあり、すなわち講

義 、演 習 では、情 報 工学科 だったりしますが、先 ほどの応 用化学 あるいは機 能材

料 というのは、いずれも高 い値になっている。もう少 し手前で 2007 年度前期 、これ

も電 気 電子工学科 が、実 験 科目 において高 い回答率 になっていますが、機 能 材

料 、応 用 科学 とも大 変 高 い値 になっている。 2007 年度 の後期 についても同 様 の

傾向です。これらを踏 まえて FD 部会で多少議論 をして、このようなモデルというの

がありえないかと思 ったわけです。この FD 部会は FD ガイドラインに基づいた活動

をしていますが、講 義 の工 夫 や授業評価 の実 施 を以 て、講 義 の改 善 をすることを

一 つの目 標 としています。それらの講 義 の改 善 を踏 まえて、講 義 体 系 の組 み立 て

をカリキュラムとして考 える。そのようなカリキュラム体 系 の元 で学 生 の関 心 が増 大

すれば、大 学院への進学率 が増大 し、大 学 院 が活性化する可 能性 がある。大 学

院 が活性化するということは活 発 な研究 が行 われ、研 究 環境 が改善 されれば、大

学 からの情 報 発信 、あるいは研 究 の発信 というのが盛 んに行 われる可 能 性 が高 く

なる。そのような元 で育 った学生 が、実 力 のある卒 業生 あるいは修了生 として社 会

に出 ていけば、それはすなわち社 会 への情 報 発 信 として大 きな役 割 を果 たす。こ

のような社 会への情報発信が上手 く受 け入れられれば、意 欲 のある学生 が入学 し

てきて、さらに講義の改善 を踏 まえてとなり、こういう上 手 いループが描 けないかなと

いうことです。それで、 FD ガイドラインに基 づく活 動 の紹 介 としまして、ここにいくつ

か取 り上 げたわけですが、本 日 のようなシンポジウムを開 催する。昨 年 度 は留年率

の縮 小 を目 指 してというテーマで行 ったわけです。その他 、授 業 進 行 手 引 きの発

行やベストレクチャー賞 の選出 、オープンクラスの開 催 など、授 業 評価 アンケートも

もちろん実施 しているという状 況 です。先 ほどのアンケートに少 し戻 りますと、在 籍 し

て現 時点 で得 られたものは何 ですかという複 数 回答 に対 して、専 門 分野 に関する

知 識 や経 験 、自 分 の将 来 を考 えるための時 間 、研 究 を進 める上 での手 法 など、

当 たり前 と言 えば当 たり前 の答 えが返 ってきます。学 生 諸 君 にとって直 接 関 係 あ

ることとしては、研 究 設 備 の充 実 度 に関 する質 問 で、十 分 満 足 から始 まって、中

程 度 までで、およそ 85%あるわけですが、やや不 満 、あるいは大 変 不 満 という声 も

ありまして、自 由 意 見 として書 いてあったものを見 ると、装 置 が古 い、あるいは研 究
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室 が狭 い、装 置 が限 られている、スペースが少 ない等 などです。回 線 速 度 というの

もあって、これは理工系研究科や理工系の学科ではどこでも問 題 になることである

し、昔 からもやはり問 題 であったと思 いますが、そういうことが気 になる、不 満 という

わけです。これは常 に改善 していって、先 ほどの循環 モデルで言 いますと、研 究 環

境 の改善 というところに繋 がると思 いますけれども、次 々といつも進 めて行 かなけれ

ばならないということですが、すぐに解 決 するとは限 らない。まあ、エレベーターが 5

時 で止 まるというのは、すぐに解 決 できる問 題 の一 つかもしれません。進 学 前 に考

えていた研 究 内 容 と現 在 の研 究 内 容 にギャップがあるかということを聞 くと、特 に

無いというのが 80 数 %ですけれども、自 由意見 として大 いにある、あるいはあるとい

う答 えがいくつかあります。テーマが変 わったとか、研 究室内の人材が足 りない。未

だに研究内容が決 まっていない。M2 の 12 月後半で研究内容が決 まっていないと

いうのは、やっぱりそれは不満 でギャップだと思 いますが、そういう声 もある。ちょっと、

人 を特 定 して話 を聞 きに行 きたくなるような答 えで深 刻 かなと思 いました。その他 、

研 究 が基礎的すぎるなどの声 もあったわけです。修 了 後 の進路 については、企 業

の技術者 、研究者になるという答 えが合わせて 80%以上です。公務員になるという

人 が比 較 的 少 ないという印 象 でした。その他 の中 で特 徴 的 でしたのは、ネットワー

ク関 連 の会 社 を起 業 するというのがありました。就 職 に関 するアンケート項 目 も 4

つありますが、時 間的に全 てをご紹介できないわけですが、今 年度の終わりには恐

らく、この FD 活動のまとめとして報告書 を提出することになると思 いますので、その

時 には全 てのアンケート項 目 、全 ての学科 の分 についてご紹介出来 る機 会 がある

と思 います。この 4 つの質問の中では、就職活動についての満 、不安について書

いてもらったところ、修 士 課 程 では社 会 の常 識 をあまり学 んでいない。それは教 え

る側 に社 会 の常 識 が無 いからだと私 自 身 はそういうふうに思 っています。自 己 PR

の仕 方 が分 らない。今 までとおりマスターでいいのかドクターを取 った方 がいいのか

よく分 らない。推 薦 時 期 を決 めてしまう時 期 が遅 い等 など。ここにもやはり、解 決 で

きる問 題 と、すぐには解 決 できそうにない問 題 が混 在 しています。インターンシップ

と生活状態に対するアンケート項 目 も 6 項目 ありまして、これらについてもこの場 で

は割 愛 させて頂 きますが、アンケート全 体 に関 する内 容 についての意 見 を自 由 記

述 して下 さいというところでは、いくつか意見がありご紹介 させて頂 きます。一 番は、

インターンシップの期 間 を長 くして欲 しい。大 変 役 に立 つという意 見 が多 くありまし

た。統 計 の結果が見 てみたい。あるいは 6 番 として、アンケート結 果 としての分析 を

開示 し、それを受 けた大学の今後の方針 を公開することを強 く希 望する。アンケー

トに答 えた学 生 の切 実 な声 だと思 いますので、報 告 書 はいつでも見 られるようにな

ってはいますが、実 質 的 にその答 えになるようなことになれば、この学 生 も恐 らく満

足すると思 います。研 究 が忙 しくてアルバイトが出来 ない。就 職活動に対する支援

があまり無 かったなどの声 もありました。最 後 の質問項目 として、あなた自 身 につい

てお聞 きしますということで、学 部 時 代 の成 績 は上 位 から数 えてどの程 度 でしたか

という項 目 がありまして、上 位 50%以上のレベルにいたという学 生 が 70%以上いた

というわけです。総合的に考 えて、大学院に在籍 している満足度は 5 点満点でど

の程度ですか？に対 して 十 分満足 、やや満足 、中程度満足 を合わせて 95%。ち
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ょっと大 人 しすぎるのかなという気 もしますけれども、自 由意見の中では 5 項目ほど

ありまして、教 授 とのコミュニケーションが取 りにくい。研 究 設備 が整 っていない。学

生 が書 いたとおりに書 くと、分 らないことを分 るように出 来 ていない。興 味 を持 てな

い研 究分野 でも取 り組 まなければならない点 などについて多 少不満 があるとなりま

す。自 分 の経 験 を踏 まえて、後 輩 に対 して大 学 院 に進 学 することを勧 めますかと

いう質 問 に対 しては、どちらでもないという答 えが一 番 多 くて 47%です。自 由 意 見

では、人 それぞれだから。人 それぞれの価値観の違いでどちらが良 いか決 めるべき

であるから。就 職 したくないから大 学 院 に行 くということでは意 味 が無 い。などの意

見 があって、やりたいことが何 かによって決 まると思 うという人 が、どちらでもないとい

う自 由意見 を書 いたわけです。勧 めないという理 由 は、時 間 に対するメリットが少 な

い。やりたいことがあるなら勧 めるが何 となくの進学 なら勧 めない。2 番目のこのやり

たいことがあるなら勧 めるが何 となくの進 学 は勧 めないということを積 極 的 に考 える

と、やりたい事 があればドンドン行 きなさいよ、ということの裏 返 しでもあると思 います。

積 極的に勧める。あるいは勧 める、の自由意見では、研 究 が楽 しい。素 晴 らしいス

ーパーバイザーに出会 える。問 題解決能力が伸びる。あるいは、就 職への準備時

間 が長 く取 れる。自 分 の進 みたい道 をじっくり考 えられる。結 構 大 きな理 由 が、今

不 況 だからというのも、他 のアンケート項 目 結 果 から見 ると窺 えるわけです。続 きま

して、卒 業 研 究 に着 手 している学 生 についてのアンケートを行 いました。全 体 で

62.4%の回 収 率 であったわけですが、ここではアンケート項 目 は大 変 シンプルなも

のでありまして、埼 玉 大 学 大 学 院 に進 学 しない理 由 、あるいはする理 由 を書 いて

下 さい。しない理由 で、いくつかにまとめることができると思 いますが、就 職 が早 く内

定 したから、あるいは、実 社 会 に出 て研 究 より物 づくりに参 加 したいから。留 学 生

だと思 いますが、自国に帰 って仕事 をしたい。必 要 ならば進学すると思 う。あるいは、

一 番 目 の声 も比 較 的 重 要 だと思 いますが、就 職 出 来 なかった場 合 は大 学 院 に

進 学 しようと考 えていた。比 較 的 、成 績 の上 位 の子 たちが就 職 で内 定 を貰 ったの

で、大 学 院 に進 学 しないで就 職 したという声 も多 数 見 受 けられました。もちろん、

経 済 的 な理 由 もあるし、他 大 学 に進 学 するからという答 えもあったわけです。逆 に、

埼玉大学大学院に進学する理由は 4 つほどにまとめられると思 います。就職が有

利である。研 究 を継続できる。専 門知識が習得できる。学 生生活 をもう少 し楽 しみ

たいというような項 目 に分 類 できると思 います。それで、学 科 の中 で卒業研究 に着

手 する前 までの成 績 は上 位 からどのくらいでしたか？ これは全 員 に聞 いているの

で、できれば 50%のラインは 50%になって欲 しかったんですけれども、成 績 上 位 の

人 の答 えの方 が多 かったというわけです。ここでも満 足 度 について聞 きました。十

分 満 足 、中 程 度 までを含 めてやはり 95%程度 の人 がまあまあ満 足 している。満 足

していない人は、進 んでいないため。研 究 じゃないしと、いかにも学生 らしく書 いてく

れました。最 初 の方 でご紹 介 しましたように、応 用 化 学 科 と機 能 材 料 工 学 科 では、

大 学 院 への進 学 率 が高 いということを踏 まえて、両 学 科 の取 り組 みについてご紹

介 して頂 きたいと思 います。よろしくお願 いします。	
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千 原  貞 次 先 生 ： ここの 1-3 というところに書 いてあるのですが、2 年前に 7 つあ

る講座 うちの 3 つが変わりまして、それで学科 として分野のリセットが行 われました。

それで、学 科 として結 構 まとまりが良 いと私 は思 います。そして、 1-1 に書 いてあり

ますように、学 科 が一団 となって教育 プログラムを編 成 しています。それで、 1 年か

ら 3 年の授業の一貫性に注意 しています。それから、科 目間連携委員会 というの

がありまして、そこに 3 つ、有機化学 、無機物理化学 、分析化学 、それとあと実 験

系 を加 え 4 つあるのですが、それが年 2 回開催 されて、かなり議 論 して練 り上 げて

います。それを授業 に反映する努力 をしています。それから、学 生 実験 については

次 の項 目 で、これは科 目 間 のところで学 生 実 験 委 員 会 というのがありまして、テー

マと方 法 を決 めて全 体 でバランスを取 るようにしています。それで例 えば有 機 化学

の場合は、1 年間で一気にやるのではなしに、縦 に 2 年 、3 年 というように分 けるよ

うにしてやっています。それで、年 2 回の実験ガイダンスをやって、それで終わる度

にアンケート調 査 を行 って、その要 望 を次 回 に反 映 させる努 力 というのをやってい

ます。予 算 措 置 としましては、学 科 として予 算 措 置 を考 えています。個 々のテーマ

に全 て割 ってしまうんじゃなしに。そういう意 味 では、長 期的に学科 としてのバックア

ップが成 り立 っているというので、足 りないところへ向 けられるというふうになっていま

す。これが実際の学生の実験系のカリキュラムで、1 年の場合は工学基礎実験で

すけれども、2 年 、3 年 というところで、実 験 がびっしり入 っています。2 年の前期は

有機化学 と物理化学 、後期は有機化学 と分析化学 、3 年生の前期は無機化学

という、ケミストリーの分 野 からしたら非 常 にバランスの良 いものになっています。そ

れから、 3 年 の後 期 に関 しては、もう研 究 室 の仮 配 属 といいますか、研 究 室 で 4

年生 に配 属 するところへもう入 れてしまいまして、それで 4 年生 の卒 業 研 究 の予

備的 なものというふうなのをやらせています。そういう意 味 では、研 究室への帰属意

識 も学 生 に出 てきますし、そこで先 生 が進路指導 も行 うというふうになっています。

次 、進 学 に関する件 ですけれども、化 学 系 の場合 、ケミストリーの場 合 はどうしても

学 部 ではちょっと実 験 量 が少 ないというふうに皆 さん、多 分 ケミストリー系 の人 は思

っているんです。そういう意 味 でマスターに行 って実 験 量 を増 やしてもらう方 が、化

学屋 として、我 々は自信 を持 って送 り出 せるという話 です。当 然 のことですけれども、

研 究 開 発系 に就職する場 合 にはマスターを出 ていないとちょっと難 しいなという状

況 です。それと同 じように、他 の大 学 の実 情 を見 た場 合 、化 学 系 というのは進 学

率 は全 体 に高 いと思 っています。それから、そういう意 識 を教 官 が持 っていますの

で、学 生 に早 めにガイダンスを通 じて、一 生 懸 命 情 報 を入 れていますので、徐 々

に学 生 も含 めてマスターまでは進 学 した方 が良 いという共 通 概 念 が出 来上 がって

います。	
 

 
山 辺 F D 部 会 長 ：どうもありがとうございました。続 きまして、機 能材料工学科から

ご紹介頂 きます。	
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石 丸  雄 大 先 生 ：機 能 材 料 工 学 科 という学 科 名 は、なかなか高 校 生 には馴 染

みのない名 称 でして、入 学 してきた時 点 で、機 能 材 料 工 学 科 で勉 強 すれば将 来

どういう分 野 で活 躍 できるかを分 かるように取 り組 みを行 っております。現 在 では、

教 科 書 にも機 能材料 という言 葉 が出 てきて、大 分 広 がってきて、受 験 の倍率 も少

しずつ上 がっていますが、まず 1 年次に学科 を俯瞰 できるように、動 機 づけとして

機 能 材 料 工 学 科 概 論 という講 義 を開 設 しております。これはオムニバス形 式 で、

研 究 室 を持 っている教 員 がそれぞれの研究分野 を 1 年生 に分 りやすく、どういう

ふうに社 会 に繋 がっていくのかというのを説 明 しておりまして、その中 で少 しだけ修

士 課程 というのが存 在 して、その重 要 性 を教 えております。種 とし教 えているという

ことです。これは学 部 の早 い段 階 からの教 育 効 果 ということで、アンケートの中 でも

1 年 、2 年 、3 年 と上 がっていくうちに少 し増 えていっている一つの原因ではないか

というふうに考 えています。 2 年時以降に関 しては、非 常 に幅広 い、生 物 と物 理 と

化 学 を勉 強 しないといけませんので、そういう学 問 に対 する対 応 を取 れるようなカリ

キュラムを組 んでいます。アンケートでは修 士 の進 学 については、 4 年 生 の前 期 、

いわゆる院 試 の前 に決 める学 生 も非 常 に多 いので、特 別 講 義 を一 つ開 講 してお

りまして、これに関 しては、実 際 に社 会 で研 究 開 発 を行 っている人 に来 てもらい、

企 業 での研 究 開 発 ということを、特 に物 質 系 の開 発 に関 して話 してもらっておりま

す。これが多 分 、教 員 以 外 の人 の言 葉 によって説 得 力 があって、そういうふうにモ

チベーションが少 し上 がるのではないかというふうな感 想 を持 っています。あと実 験

に関 しては、1 年生の時に基礎演習 Ⅰ と Ⅱ を開講 しており、基 礎演習 Ⅰ は高

校 との接続教育 として重要 であると考 えており、その後 、基 礎演習 Ⅱ では、グル

ープ分 けの実験 を行 っています。これは 1 年生 をいくつかの班 に分 けて、自 分 で

まず実験 を考 えて、行 う力 を養 わせようという目 的 で講義 を設定 しています。こうす

ることによって、少 し実験への動機づけを 1 年次後期に行 って、あとは 2 年次前

期 から幅 広 い学問分野 の内容 で、実 験 に取 り組 んでもらっています。実 験 に関 し

てもそういうふうに、動 機 づけとさらに展 開 というふうな工 夫 をしております。最 後 に、

機 能 材 料 工 学 科 の現 状 と認 識 なんですけれども、先 ほど応 用 化 学 科 の先 生 の

方からも言 われましたように、就 職先 としてメーカー、いわゆる物質 を扱 うメーカーが

多 く、研 究開発職への就職条件 として、修 士課程のレベルがある程度求められて

いるという現 状 があります。そういうのがきっちっと 1 年生の時から、学 生 に伝わるよ

うな工 夫 をしています。それは、1 年次から毎回 、前 期後期のガイダンスで修士課

程 への進 学 に関 して少 しだけ、説 明 をしています。そういう取 り組 みの結 果 がアン

ケートからも読 み取れると思 います。	
 

	
 

山 辺 F D 部 会 長 ：はい、ありがとうございました。準 備 させて頂いた資料は以上で

すが、これから残 り時 間 30～ 40 分ほどで、パネルディスカッションにしたいと思 いま

す。パネラーの先生方は前の席にお願い致 します。	
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6 .パネルディスカッション 	
 

	
 

山 辺 F D 部 会 長 ：皆 さんお揃いですので、ここからパネルディスカッションにしたい

と思 います。ここから司会は FD 部会副部会長の山田先生にお願いします。	
 

	
 

山 田 	
 F D 	
 副 部 会 長 ：はい、情 報 システム工 学 科 の山田 が務 めさせて頂 きます。

どうぞよろしくお願 い致 します。まず、最 初 にパネラーの先生方 をご紹介 させて頂 き

たいと思 います。皆 さまから見 まして左 手 側 から順 に工 学 部 長 の山 口 先 生 です。

カリキュラム部 会 長 の黒 川 先 生 。次 に進 路 指 導 部 会 長 の小 林 先 生 。アドミッショ

ン委員の委員長の加藤先生 。理工学研究科の FD 部会委員の前川先生 。工学

部副部長の佐藤先生 。そして、こちらにおります FD 部会部会長の山辺先生 。こ

の以 上 がパネラーの先 生 になります。まず、今 回 のテーマである大 学 院 への進 学

率 を考 えるということで、もちろん、大 学 院 への進 学 率 そのものということもあります

けれども、そこに向 けて例 えば、学 部 の教育 をどうするかという観 点 等々を含 めて、

何 か会場 にいらっしゃっている先 生方皆 さんで、何 か例 えばこうしたら進 学率 が上

がるのではないかですとか、あと今 日 ご紹介 したデータ等 々の質問 など何 でも結 構

でございます。何 か意 見 等 々がありましたら、ご発 言 を頂 けたらと思 うんですけれど

も、何 かございますでしょうか？	
 

	
 

(会場 より)	
 

後 藤 祐 一 先 生 （情 報 ） ：情 報 の後藤 と申 します。質 問 というか、お伺 いしたいとこ

ろはですね。大 学院の修士課程 というのが、はるか昔 は研究者養成機関だったわ

けなんですけれども、もう今 では今 回 の発 表 にもありましたとおり、企 業 に就 職 する

という場 所 になっています。基 本的 に今回 のアンケートでも研 究 というところに中 心

が置 かれて、色 々とアンケートの結果 が言われていたのですけれども、もう少 し研 究

のメタなレベルの技 術 で、テクニカルな科 学 技 術 のための報 告 書 作 成 とか、文 献

調 査 とか、もうちょっとどの学 科 とか、どの職 業 についても共 通 的 に使 える研 究 技

術 というもののクラスワークというか、授 業 が重視 されなければいけないのではないか

なと思 います。そこら辺 に関 していかがでしょうか。	
 

	
 

山 田 	
 F D 	
 副 部 会 長 ： これに関 しては、恐 らくカリキュラムの黒 川先生 がお答 えす

ればいいのかと思 います。よろしくお願 い致 します。	
 

	
 

黒 川  秀 樹 先 生 ：あの、ご質 問 内 容 は非 常 にやっぱり大 事 なことだと思 っていま

して、実 は今 年 の春 から、ちょっと色 んな工 学 部 カリキュラム会 内 で大 事 な議 論 を

ちょっと二 つぐらいしております。一 つは、皆 さんに何 度 もお願 いしている新 しい初

年 時 教 育 のところをやらして頂 いているんです。もう一 つは、工 学 部 の中 で今 ちょ

っと重 点 を置 いて議 論 しているのは、工 学 基 礎 実 験 という実 験 を今 やっておられ

るのですが、これを少 しあの… 。少 しというか大 幅 に見 直 して、もっと実 りあるものに

変 えていきたいというふうに、ちょっと工 学部 のカリキュラム部 会 で今議論 をしており



 44 

まして、今 おっしゃって頂 いたようなことは、工 学部の全体の、要するに学生に対す

る重要 な資質であるとそういうふうに考 えまして、工 学基礎実験の中に少 しそういう

ことを織 り込 んでいって、その共 通 の知 識 なり技 術 として身 につけさせたらどうかと

いうことで、今 少 しカリキュラムの中 で議論 をしております。全 学 科 が参加 できるよう

な形 の工 学 基 礎 実 験 というのをちょっと目 指 しまして、実 験 という名 前 が付 いてい

るので少 し違 和 感 もあるんですが、少 し名 前 も変 えまして、実 験 プラスそういうテク

ニカルなところですね。文章 を書 く、簡 潔 な文章の書 き方 ですとか、そういう基 本的

なところも少 し教 える形 で工学基礎実験 をリニューアルしたいということで今 検討 し

ています。まあ、その辺が少 し… 。平 成 23 年 ぐらいを目指 して今 ちょっと検 討 して

いるんですが、そこがもし上 手 く行 くようであれば、今 ご質問 して頂 いたことに関 して

は、対 応 して行 けるのじゃないかというふうにカリキュラム会 の方 では考 えております。	
 

	
 

山 辺 F D 部 会 長 ：後 藤先生がおっしゃるのは大学院？	
 

	
 

黒 川  秀 樹 先 生 ：大 学院の方ですか？ 	
 

	
 

山 田 	
 F D 	
 副 部 会 長 ：あっ、すみません。ちょっと私 の方 が間 違 えちゃったですね。	
 

	
 

前 川  仁 先 生 ：後 藤 先 生 のご指 摘 、私 はごもっともだと思 っておりましてですね。

ちょっと長 くなるのかな？ FD というものが、大 学院理工学科にもあるという自 覚 が

私 にはあまりなくて、怠 け者 でやってなかったんですけれども。この企 画 を聞 いた時

に、ぜひ共催 して欲 しいと言 ったわけです。基 本的に理工研 というのは、教 員 が全

て所 属 していることになっている訳 ですよね。ですから、工 学 部 や理 学 部 でそれぞ

れ FD をやっていて、その上の理工研にあるという屋 上屋 を架すような感 じがあって。

事 業 仕 分 けという意 味 ではこれも整 理 して欲 しいなと思 っていたんですけれども。

共 催 にして下 さいとお願 いした理由は、私 ここに座 るのでなく、フロアに行 って色々

なことを聞 きたかった訳 です。一 つは文 化 の違 いみたいなことを工 学 部 はこんなふ

うなスタンスでやっているんだということを、出 来 れば理 工 研 で共 有 したいというよう

な思 いがありました。	
 

先 ほどの件 に戻 りますと、私 は教 員側 と学 生 側 の意識 のズレというのがあるんじ

ゃないかなと。大 学 院 に行 くというのは、色 んな間 口 があって良 い訳 なので、後 藤

先 生 がおっしゃるように、昔 のことを基 準 にしてはいけないということをさっき言 った

のですが。今 の大 学 院 というのは昔 の大 学 院 と全 然 違 っていて、学 部 高 学 年 の

上にあるのが大学院 。つまり 6 年一貫 ということがありましたけれども、そういう学 部

教 育 に近 いところにあるのであって、その中 で研 究 者 に行 く人 もいればという話 に

しかならないわけですよね。ですけど、大 学 教 員 の方 はアクティビティとしては研 究

という業 績 でしか評価 しませんので、研 究 しないなら滅 びるということでありますので。

そこのギャップがある訳 ですが、でも、アンケートで出 てくる就 職 に有利だからだとか、

そういうことをちゃんと認 めてあげないといけないと思 いまして、そのためのファカルテ

ィー・ディベロップメントだと思 います。ファカルティー・ディベロップメントというのは、
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山口先生は厳密には定義 しないとおっしゃったのですけど、私 はむしろ広 く捉 えた

方が良いと思 っていて、それを理工研の FD 部会 という名 前 に意味があるとすれば

そこだろうなという感 じがあります。それで実際のアクションはしていないということで。

ちょっと最 後 は変 な言い訳になりましたが、大 学院 のコースワークが大事 になるとい

うことは、外 圧 だけで捉 えられるのは間 違 いだと思 っています。外 圧 というか、文 科

省 が言 っているから重 要 なんだよとか言 うんじゃなくて、理 学 部 であっても工 学 部

であっても、基 本 的 にはそういう要 素 はどんどん増 えているだろうと思 います。卒 業

した時 にどういうところに就 職 できるかというと、マーケットは限 られている訳 なので、

そういった意味で後藤 さんはメタと言 ったのでしょうが、私 はインフラと言 いたい。コミ

ュニケーション技 術 だとか、先 ほどご指 摘 のあったユーモア技 術 もそうですけれども、

そういった広 い意味でのコミュニケーション技 術 、スキルを身 に付 けるというのは、一

番 のインフラになって、その上 に研究能力 というのを積み上げるべきだと思 っていま

すので、全 く私 は後藤先生のおっしゃるとおりだと思 っています。カリキュラムにこれ

からどう反 映 していくかというのは、課 題 がたくさんあって、全 然 なかなか上手 く行 っ

ていないのですけれども、おっしゃることは賛成 と、そういう意 見 です。	
 

	
 

山 田 	
 F D 	
 副 部 会 長 ：他 に何かご意見等々ございましたら。	
 

	
 

（会 場 より）	
 

坂 本 和 彦 先 生 ：大 学 院 の講 義 体 系 の組 み方 が、今 はある程 度 システム化 され

てきていますけれど、以 前は全 く、A 先生が 1 本講義 を立 てるとか、B 先生が 1 本

講義 を… 。それは、先生の専門でやって頂 ければ結構ですよという形 でやっていま

した。ここ数 年 、やっとシステム化 をしようとしているけれども、まだ、そのような意 識 、

全体で大学院の講義 を A さん、B さん、C さんはどういう内 容 でやって、他 の科目

にどういう関 係 をしているか、それをシステム化 して、どういう知 識 なり何 かを皆 さん

に、学 生 さんに学 んでもらいたいかというような部 分 が非 常 に希 薄 なところがある。

一 方 で、もう一 つ重 要 なのは、そういう部 分 をやるだけではなくて、教 員 自 身 が先

ほど研 究 にやや偏 っている部 分 が評 価 されるという形 をおっしゃった部 分 があった

かと思 いますが、教 員 がやはり魅 力 ある教 員 であり、魅 力 ある研 究 テーマをやって

いて、そういった研 究 集 団 がどこに組 織 されているか、そういったことをある程 度 学

生 さんは見 て行 く場 合 も多 い。要 するに情 報 とか成 果 の発 信 がどういうふうになさ

れているか、そしてそれが結果的に研究費の獲得にも繋 がっていく。そして研究環

境 の整備 にも繋 がっていく。そしてそれが、結 果 的 には回 っていくような形 になるも

のと、それから先 ほど私 が申 し上 げた、大 学 院 講 義 の体 系 化 とそれをどういうふう

に作 っていくかで、どちらかというと以 前 の大学院 というのは、やや研究 の方 に対 し

てウェイトがありすぎて、そして先 生 方 の自由度 に任せる形 で、いわば大学院 の全

体 の講 義 の仕 組 みが出 来 ていた。それをいかに体 系 化 していくかということで、数

年 前 から理 工 学 研 究 科 は、多 少 そういう方 向 へ舵 を切 り、やり始 めてはいたとは

思 いますが、まだそういう形 になっていないところがやっぱり多 いなというのが、 2～ 3

年前 までに私が持 っていた印象です。それについて、多少 そういうことを少 しやった
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のが、環 境制御工学専攻 を作 った時 に、環 境制御工学専攻の外部評価 を学外

の先 生 方 をお呼 びしてやって頂 きまして、その時 に指 摘 されたことを受 けて、ある

程 度 他 の分野間 の講義 も考 えて、それからあと、総 合 的 な形 でやるべき科 目 も作

っていこうという形 でやってきたという経 過 があります。必 ずしもそれで成功 したという

ことを言 っているわけではありませんが、そういうことがあったということをご紹 介 差 し

上げました。以 上 です。	
 

	
 

山 田 	
 F D 	
 副 部 会 長 ：ありがとうごございました。他 に何か？	
 

	
 

加 藤  寛 先 生 ： これは、アドミッションの立場で発言するのではないのですけれども、

先 ほど言 われたような文 献 の読 み方 とか検 索 の仕 方 というのは、大 学 院 の研 究 の

ためにやるからというようなイメージで大 学 院 の内 容 がどうかというか、確 かそういう

趣 旨 の質 問 だったと思 うのですけれど。基 本 的 に今 言 われたようなものは、むしろ

エンジニアの基礎 でないかと私 は思 っています。ですから、先 ほど黒川先生が言わ

れたように、学 部 の段階で、まず、本 当 の基礎 をしっかりとやっぱり全 員 が付 けない

といけないだろうと。その上 に、さらに研究 とか高度 な技術者のために必要 なものが、

今 度 は大学院 のレベルでまた別 途 ですね、積 み上 げた形 で持 っていくと、本 来 は

そういう形 が本 来 の形 ではないかと思 うのです。そこがちょっと今 、どちらかと言 うと

学 部 と大 学 院 が分 離 したような教 育 システムになってしまっているので、そこをもう

少 しきちっとくっつけているような形 を施 行 するべきではないかと、私 個 人 はそう思

っておりますけど。	
 

	
 

山 田 	
 F D 	
 副 部 会 長 ：他 に何 かご意 見 ですとか、学 科 ではこういうことをしている

紹介ですとか何 かがありましたら、コメントをお願い致 します。	
 

	
 

（会 場 より）	
 

森  涼 太 郎 先 生 （ 電 気 電 子 ） ： 電 気 電 子 の森 です。今 回 のテーマを聞 かせて

頂 いて、ちょっと普 段 から思 っていることなんですけれども、大 学 院 に進 学 するとい

うことがですね。進 学 を希望 しているないしは一般 、広 く学 部 の学生にとって、果 た

して全 員 にとって良 いことなのかどうかということに関 して、考 えた方 が良 いのかなと

思 うことはたまにあるんですね。というのは、大 して… 。言 い方 悪 いですけれど、あま

り実 力 が無 い子 にですね。大 学 院 に行 けよみたいに言 うのも、ちょっとそれは本 人

にとって可哀想 かなと思 うことがやっぱりあるんですよね。結 局 、2 年間 それで行 っ

て勉 強 をしたつもりでいても、全 然 実 力 が伴 っていなくて、結 局 、就 職 をするのも

苦 労するというようなことにも成 りかねなくて、それだったら、もう最 初 から 4 年生 で

卒業 して就 職するのも有 りだよねと言 うことも有 りじゃないかなと私 は思 うんですよ。

こういう話 をすると非 常 に怒 られるかもしれないんですけれど、我 々教員の立場から

すると出 来れば大学院には行 って欲 しい。私 自身 も実力のある子 は行 って力 を付

けて貰 えればいいかなと思 うんですけれど。あまりそういう気 概 がないとか、ちょっと

能 力 的 に伴 っていない。もちろん、それを底 上 げしていくのが我 々の仕事 なんです
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けれども。ここまで無理 して大学院に行 かせるというのではなくて、例 えば大学院に

行 くということはこういうこと、良 いことがあるんだよということをいう取 り組 みをされて

いるという学 科 の先生方の声 もあったんですけど。例 えば、無駄に 2 年間過 ごして

もしょうがないんだよというようなデメリットというのですかね。そういうのも平 等 に伝 え

ていくということも必 要 なんじゃないのかなと思 うんですよね。それもさっきのアンケー

トの中 にも、いて結 局 無駄 だったみたいなことを書 いてある学 生 さんなんかもいて、

そこはやっぱりちょっと見 ていて不 幸 になるばかりなので、学 生 さんが可 哀想 かなと

思 うので、そういうスタンスというのも教 員 が持 ってもいいのかなというふうに、今 ちょ

っと私 自 身 の経 験 も踏 まえてなんですけれども思 う次 第 です。そういう意 味 では、

学 部 生 の頃 から力 を付 けさせるということは、すごく重 要 ということになるので、特 に

今 、工 学 基 礎 実 験 の再 編 というのを考 えてらっしゃるということですので、ちょっと

期 待 したいかなと思 っているところで… 。期 待 したいです。私 もそういうところで参画

できればというのですかね。お力 添 えできればやりたいなと思 うところもあるんですけ

れども。ちょっと今 回 のテーマをお聞 きして、そんなことを漠 然 とですけども、考 えて

いる次 第 です。ちょっと、あまり意 見 にはならないかも知 れませんが、そんなことを考

えているということだけちょっとお伝 えできればと思 います。	
 

	
 

山 田 	
 F D 	
 副 部 会 長 ： これについては、進 路 指 導 の小林先生 から何 かありました

ら。	
 

	
 

小 林 秀 彦 先 生 ：進 路 指導 の立場 というよりは、就 職 担当 を少 し長 くやっていまし

て思 うことはですね。学 科 というか専 門 分 野 によって、やはり求 人 の対 象 が違 いま

して。ざっくばらんに申 し上 げて、化 学 系 ですと電 気 、機 械 系 の就職 は羨 ましいな

というのはあります。今 日 も応 用化学科 、機 能材料工学科から説明 がありましたけ

れども、化 学 系 はやはりですね。学 生 が技術開発 、研 究 開発 に就 きたいというと、

マスターに行 かないとですね。ほとんど相 手 にして貰 えないという現 状 があります。

ですから、学 生 の意 思 を尊 重 する上 ではですね。もし必 要 なら、出 口 のところで

個 々の学 生 がどういう職 種 を考 えて就 職 したいのかと。それで、それに見 合 った何

らかの指導 をするのが、良 いのではないかというふうに考 えております。	
 

	
 

加 藤  寛 先 生 ：今 の最 初 の質 問 に対 してですね、進 路 指 導 の立 場 から小 林 先

生 はお答 えされたんですけれど、実 はこれはアドミッションにも多 分 関係する話 だと

思 います。現 在 の大 学 、本 学 の学 生 の中 では、さっき言 われたように、大 学 院 に

行 くのがちょっとまずいんじゃないかというような話 だと思 うんですが。あの、元 々この

アンケートを見 ますと、大 学 に入 る前 のレベルで 20%ぐらいが、もう大 学 院 をある程

度 志 向 しているという結 果 が出 ておりますよね。もしもこれが、元 々大 学 院 に志 向

する学 生 が入 学 者 の 80%ぐらいいれば、多 分 ほとんど全 員 が大 学 院 に入 る気 持

ちになっているということが考 えられるのです。そんなすぐに行 くかどうかは分 らない

んですけれども、そういう意 味 で考 えると、ちょっとアドミッションと言 いますかね。高

校 生 の方 に対 する広 報 活 動 で、大 学 に入 る目 的 の一 つに大 学 院 というところを
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志 向 してさらに高 度 なものをやるのはどうかということを言 ってですね、広 く優 秀 な

人 を集めるという努 力 が必要かも知れないと私 は思 っていますけれど。	
 

	
 

山 田 	
 F D 	
 副 部 会 長 ：他 に何か、コメントやご意見 などございましたら。	
 

	
 

（会 場 より）	
 

後 藤 祐 一 先 生 （情 報 ） ：何 度 もすみません。先 ほどの小林先生のお話 と、あと加

藤 先 生 の先 ほどの確 認 と合 わせて、私 が気 にしているところはですね。大 学 院 に

入 った後 に、研 究 を一 生懸命やって、研 究 が楽 しくてやるんですけれども。先 ほど

の自 己 アピールが上 手 くできないという話 があったように、本 来 は研 究 で色 々やっ

ていることというのが、技 術者 とか研究者 の全 ての基礎 。場 合 によっては会社員 の

基 礎 ぐらいのところまでなっているはずですけれど、それが研 究 にひっくるめられて

しまって、見 える化 ができないというか、暗 黙 値 になってしまっていて計 測 値 になっ

ていないのではないかと思 っています。その結果 、例 えば化学 の出身 の方 だったら

化 学 の進 路 しか見 ないと。情 報 系 ですと、情 報 システム工 学 科 はソフトウェアをほ

とんどやっている人 がいるんですけれども、就 職 した後 に巡 り巡 っていつの間 にか

何 かハードウエアの設 計 をやっている人 とか、テレビの素 子 とか作 っている人 とか、

転 々とされている方 が実 際 問 題 はいます。卒 論 とか修 士 研 究 のテーマそのものを

就 職 先 とするとすごく狭 いですけれども、自 分 が何 をできるのかというのをもうちょっ

と形 式 化 というか、認 知 できていればもっと広 い就 職先 を目 指せるのではないかな

と思 っています。そういう意 味 で、大 学 院 の方 でもそれがより分 るようなコースワーク

とかを用 意 して、研 究 のためだけに行 くのではなくて、技 術 者 の基 礎 も学 べるよと

いうことも分 かるようにした方 がいいんじゃないかなと思 って、最 初 の発 言 をさせて

頂 きました。	
 

	
 

前 川  仁 先 生 ：後 藤 先 生 が言 うと私 がいつも答 えるのもどうかと思 いますが、フォ

ローのつもりで言 わせて頂 きますが、森 先 生 のご指摘 もご尤 もだと思 いまして。チュ

ーターという制 度 を情 報 でやっているんですが、学 生 はやっぱり色 々なんですよね。

ホントに。大 学院に行 ってから伸びる学生 もいるので、「優 秀 な人 を大学院へ」とい

うのは非 常 に単 純 な考 えじゃないかと思 っています。そんなことを言 うとこの会 の趣

旨 が崩 れちゃうとまずいと思 うので少 し心 配 なんですけれども、やっぱり学 生 の都

合 もあるので、進 学 率 を上 げるというのは非 常 に良 いわけなんですけれども、要 す

るに間 口 を広 げ、色 んな人 が入 って来 られるようにする。自 分 自 身 も直 接 大 学 院

に行 かないで、一 度 外 に出 てそれから大 学 院 に戻 った経 緯 があるんですけれども

（その時 はそうせざるを得 なかったんですが）。教 員 としては学生に大学院に行 った

方 が良 いよと勧 める訳 ですが、それは強 制 ということではなくて。先 ほど成 績 の分

布データもありましたよね。だから、必 ずしも上 の人 が大学院に行 って伸びるとは限

らなくて、トップの人 が就職 しちゃう方 が多いかも知れません。学科によっては。なの

で、そういったことを教 員側 としては、やっぱり見 てあげる。本 当 に学生 のためという

のであれば、そういった都 合 の方 も見 てあげるようなシステムにしないといけない。た
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だ、評 価 というのに晒 されて色々ストレスがありますからなかなかそうは行 かない。何

て言 いますか、数 値目標みたいな話 に結局 なりがちですけど、それだけでは難 しい。

答 えが結局は無 くて、不 協和音的 な意見で申 し訳 ないんですけれども。優 秀 な人

だけが大学院へ行けばいいと、そういうことのではないので、大学院に行 ったために

伸 びる人 も沢 山 いるということと、入 口 は色 々あっても良 いということ。逆 に、他 大

学 に行 くのも良 いのではないかと。先 ほど、高 速 道 路 モデルというのがありましたが、

私 としてはサービスエリアがいっぱいあって、時 に渋滞 してもいいとか、そういう高 速

道 路 というか、モラトリアムも良 いんじゃないかと。こんなことを言 うと何 のポリシーも

無 いことになりますが、まあそんな感 じがしています。	
 

	
 

山 口 学 部 長 ：ちょっといいですか？ なるべく発 言は控 えるつもりでいたのですが、

ちょっと話 が… 、方 向 が違 っているのではないかと思 って敢 えてコメントします。あの、

表 題 には進学率 というのが出 ていますので、どうしても数 字 のイメージが強 くなって

しまうのですが、数 字 をどうこうしようという話 でこのテーマを選 んだわけではないと個

人 的 には理 解 しています。全 て… 、まあ、今 までの議 論 全 てそうですけれど、いか

に教 育 を良 くするかに関 わって、一 つのアウトプットとして、あるいはアウトカムズとし

て進 学 あるいは大 学 院 へ行 きたがる，あるいは就 職 したがる、その辺 をちゃんと理

解 しましょうということです。先 ほどの森 先 生 のご指 摘 はその通 りでして、しっかりそ

れが指 導 出来 、そういった 4 年 で卒 業する学 生 も教 育 出 来 ていますということが

一 番重要 なことだと思 います。あまり率 だけ、率 を上 げるということだけにこだわった

議 論 は止 めておいた方 がいいだろうというふうに思 いますので、以 降 の議 論 はそう

して頂 きたいと思 います。それから、提 案 ですが、せっかく FD 部会の方があれだけ

色々資料 というか、アンケートを取 ったり整 理 して頂 いたので、むしろ、ああいったと

ころで、こういうことに、こういう解 釈 ができて、こうしたら良 いのではないかとかいう話

に持 っていった方 が建設的 かなと思 うのですけれど、いかがでしょうか？ こ最 後 の

発 言 はちょっとしたコメントでしかなくて、他 にご意 見 があればいくらでもそちらの議

論 を進 めたいと思 うのですけれど。せっかくのデータがもったいないなと思 っておりま

す。	
 

	
 

山 田 	
 F D 	
 副 部 会 長 ： ありがとうございます。それを受 けて何 かご意 見 等 々、あと

質 問 でも良 いですし、何 かございましたらよろしくお願 い致 します。	
 

	
 

（会 場 より）	
 

廣 瀬  卓 司 先 生 ： よろしいですか。途 中 からで申 し訳 ないんですが、山 口 先生 の

最 後 のコメントと同 じで、結 果 はどう総 括 されているか。まず、そこをお伺 いしたくて。

何 でこの構成だったかというのを、私 は質問 したいなと思 っていました。	
 

	
 

山 辺 F D 部 会 長 ：私 がお答 えするのが良いかどうかよく分 りませんが、一つはこれ

を循環 モデルと呼 んでいますけれども、これで上手 くループが回 っていくような仕 組

みが作れれば皆がハッピーになれる。学 生 もハッピーになれる。社 会 もハッピーにな
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れる。我 々もハッピーになれる。そういうことがあり得 るのかなと思 います。その為 に、

例 えば FD では何 をしたらいいのか。パネラーの先生方にお集 まり頂 いたのは、この

それぞれのカギカッコで書 いてあるような、例 えばアドミッションも関 係 するでしょう、

カリキュラムも関 係するでしょうというところがスタートであり、最 終的 な一つの結論で

あるかなと考 えてこういう構 成 にさせて頂 いた。これを理 解するための一つの手順 と

してアンケートがある。それは学部だけではなくて、最 初 に大学院があったわけです

けれども、大 学 院 の中 の結 果 だけでは、進 学 しない人 の理 由 が聞 こえてこないの

で、それも付 け加 えようということになったというふうに理解 しています。	
 

	
 

佐 藤 副 学 部 長 ：先 程 ，山 辺 先 生 がご紹 介 された時 から、資 料 を眺 めていますと、

森 先 生 のご質 問 はスライド番 号 12 頁 に関連 しているように思 います。指 導 教 員

に勧められたから進学 したというのが 4 番目にあります。これは、そのさらに下 の方

にある「周 囲 の学 生 や友人 が進 学 ので進 学する」するより少 なく、外 からの刺 激 な

どをもとに自 分 で判 断 して進 学 する人 の方 が遥 かに多 いということを物 語 っている

データじゃないかなと思 います。つまり、それなりにちゃんと考 えているということを示

している貴 重 な資料 だと思 います。進 学率 の話 に関 しては、直 ぐに向上することに

はならないんですが、やはり全 体 の状 況 を知 らせるのがよいと思 います。状 況 は学

科によってももちろん違います。機械の場合には 20 年 と 21 年に進学率が下がっ

ているのは、世 の中が好景気で多 くの人 が就職 したんですね。確 かに我々としては

寂 しく思 いましたが、就 職 できる時 に就 職 しないと就 職 できなくなるからと話 してい

るのを聞 くと、まあそりゃあそうだなという感 じがしました。いずれにしても，我 々が勧

めたからといって進学する訳 ではなく、自 分 なりにしっかり考 えていると思 います。	
 

	
 

（会 場 より）	
 

廣 瀬 卓 司 先 生 ：構 成 で思 ったのは、応 用化学科 を出 して頂 いたんですが、応 用

化学科の進学率 を。まあ、数 字はどうでも良 いといったらどうでも良 いですが、学部

内 で比 べればということで。先 ほどありましたように化 学 系 としては高 い方 ではない

んですね。ですから、応 用 化 学 科 のデータは、千 原 先 生 が言 って頂 いたのですか

ら、比 較的新鮮 な目で見 て頂いた学科の努力は確かでしょうが、それでもあのレベ

ルで、外 と比べると 3 分の 2 ぐらいじゃないかと私 は思 っている、というふうに解釈

して頂 きたいと考 えておりました。それをどうするかというと、先 ほどの循環 グラフにあ

りましたし、フロアからも色 んなご意 見 を頂 きましたが、やっぱり全 体 が満 足 して大

学院 に行 ってくれるのがハッピーであることだと、確 かに中 の人間 としては思 います

ので。やっぱり各 部 門 で、努 力 して頂 くしかないと。そしてこの場 では、こんな努 力

をしたらどうですか、という提 案 を出 して頂 ければいいかなという気 が致 しております。	
 

	
 

山 田 	
 F D 	
 副 部 会 長 ：ありがとうございます。もし、今 の発 言 を受 けて、例 えばうち

の学 科 、もしくは部 門 で、こういうような取 り組 みをしているとかというご意 見 がありま

したら。無 いでしょうか？	
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（会 場 より）	
 

前 山  光 明 先 生 ：電 気 の場合 、今回のアンケートの一部反映 されていると思 いま

すが、先 ほど成 績 の良 い学生 が早 めに就職 が決 まってしまって結 局進学 しなかっ

たが，卒 研 に入 って、研 究 をしばらくしてちょっと順 調 に行 くと、やっぱり進 学 すれ

ば良 かったと思 う学 生 も中 には相当数います。だから、その為 に周 りからさまざまな

情報 ，紹介 された応化 、機能材料の手法 を色々使わせて行 きたいと考 えています。	
 

	
 

山 田 	
 F D 	
 副 部 会 長 ：他 に何かございますでしょうか？ 	
 

	
 

山 辺 F D 部 会 長 ：建 設工学科では 1 年次の後期 、3 年次の後期にテーマ研究

という科 目 を設 けて、早 めに研 究室 に近づく行 動 をさせるということをやっています

が、なかなか経 済 状 況 に勝 ち切 れるほどの魅 力 を打 ち出 せていない部 分 もあると

思 います。要するに、就 職 が決 まってしまったので、研究に少 し未練はあるけれど、

2 年後に就職 できるとは限 らないと言 われると、そりゃそうだと言 わざるを得 なくて、

ただ試 みとしては、早 めに研 究 の香 りをかがせるというか、そういうことを少 しはやっ

ているというご紹介 です。	
 

	
 

山 田 	
 F D 	
 副 部 会 長 ： もし、それ例 外 にご紹 介 。もしくは、この話 に限 らずに何 か

ご質問等々、コメント等 がありましたらよろしくお願 い致 します。	
 

	
 

山 口 学 部 長 ：あの、ちょっとご紹 介 ですが、今 、理 工 学 研 究 科 の将 来 構 想検討

会 というのをやっています。今 日 ご出 席 いただいている水 谷 先 生 （理 工 学 研 究 科

長 ）が「お前 、主 査 をやれ」と言 われるので、やり始 めて 2 カ月 ぐらいでしょうか？ 

既 に議 論 は終 わりにして報 告 書 を出 そうとしています。その中 で、やはりそこでは、

博 士 後 期 課 程 の学 生 定 員 確 保 をどうしようかという話 が一 つの重 要 な検 討 項 目

になっていました。その時 に、結 局 は修 士 の学 生 をドクターコースに進 学 させるに

は、あるいは進学 したいと思 わせるにはどうしたらいいかということで、修 士 （博 士 前

期 課 程 ）を考 え、その方 策 の一 つにはやはり経 済 的 な問 題 解 決 が必 要 でしょうと

いうことになりました。ある程度の年齢になって、お金 を稼がないまま、勉 強するため

にお金 を払 うだけではやはり厳 しいですし、それは修士にも当 てはまるという議 論 が

されました。ただ、世 の中 、修 士 に進 学 する人 が増 えていますから、修 士 の方 がま

だ、そんなに深 刻 ではないものの、やはり経 済 的 な問 題 は一 つあるでしょうというこ

とです。もう一 つ、ドクターコースへ進 学 する時 の問 題 、制 約 となっていることは、ド

クターに入 った後 どうなるのか、自 分 のキャリアがどう展 開 していくのかというのが見

えないことが指 摘 され、その辺 も少 ししっかり情 報 提 供 をしてやろうというのが、もう

一 つの方 向性 として出 されていました。これも実 は、修 士 もある意 味 で似 たようなと

ころがあって、学 部 の学 生 が修 士 に行 って、じゃあ何 になるの？ 学 生 にとって一

番身近 な問題は就職の話 なので、修士が終わったら就職するんだと。ほとんどが、

工 学系 の場合はほとんどがそういう学 生 が多 いと思 うので、そうなると就 職 が良 くな
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るからというのが、当 然学生が考 えることだろうと思 っています。ただその時に、我 々

はこういう趣 旨 の教 育 … 、先 ほど坂 本 先 生 のご発 言 に近 いんですけれども、修 士

だとさらにこういうことができて、こう実 力 が付いて、あるいは研究でこんなものがやれ

てというような話 を、学 生 に対 して十 分 に出来 ていないのではないかという気 がしま

す。つまり、情 報発信が下手 なんですね、我々は。学 生 に対 しても下手 だし、社 会

に対 しても下 手 だしというのが、最 近良 く言 われるようになってきて、その辺 を… 、ま

あ言 うのは簡 単 なんですが、どうやるかは難 しいものの、それぞれのコース、学 科 で

状況が違 うとしても、それぞれにやはり工 夫 してやって行 くべきだろうなと思 いました。

まとまりませんが、そんな話 がドクター（博 士 後 期 課程 ）の方 からあり、修 士 もそうい

うことをやるべきで、先 程 の学部 から修 士 に繋 がる道 、カリキュラムも含 めて、あるい

は高校 からの入 学 もアドミッションの話 もありますけど、そういうことを一 貫 してどう整

理 していくかということが非常に重要になってきていると感 じています。	
 

	
 

山 田 	
 F D 	
 副 部 会 長 ：どうもありがとうございました。ええと、まだご議 論等々足 りな

い方 、先 生 方 もいらっしゃるかとは存 じますけども、そろそろ時 間 となりましたのでパ

ネル討論 を閉 めさせて頂 きたいと思 います。ご討 論頂 いた先生方 とあとパネラーの

先生方 、どうもありがとうございました。それで最後 に、閉 会 の挨拶 として工 学副部

長の佐藤先生にご挨拶 をよろしくお願 い致 します。	
 

	
 

佐 藤 	
 副 学 部 長 ：配 布 されている資料のスライドナンバーの 20 には、将来のこと

を考 える時 間 、根 気 、思 考 力 というのが重 視 されています。これはどちらかというと

私 が重 視 して、教 育 している内 容 に近 いんですね。知 識 については大 体 時 間 が

経 てば古 くなってしまう方 が多いんですが、知識意外のものが重要 といったことがし

っかり伝 わっているなというのが感 じられて、少 し安 心 いたしました。もう一 つ私 の友

人 で会社の方 なんですが、大 学 の先生が教育するのに一番必要 なのは、一 生懸

命 研 究 して、その後 ろ姿 を学 生 に見 せることなんだと常 に言 う人 がいるんですが、

そういう姿 勢 というのは、やっぱり大 学院に進んで行 く学生に対 しても、大 きな効果

があるんだろうと感 じました。さっき、池 口 先 生 が授 業 のワンポイントアドバイスで情

熱 が重 要 ということをおっしゃっておられましたが、研 究 も教 育 も基 本 的 には最 後

の砦は情熱 なんだということを今 日学ばせて頂 きました。阿 部先生が授業のワンポ

イントアドバイスでお話になられた、目 標 を示すということも非 常 に重要 と理解 しまし

た。私 も「今 日 は何 の話 をするよ」ぐらいは示 しますが、講 義 全 体 の最 終 ゴールま

でのいくつかのゴール示 してやるということの重 要 性 を再 認 識 しました。マスターの

学生 も入学 したとき、君 の場合にはある程度経 ったら、こういうことにしようねと。ここ

を目 標 にしようねと示 すとかですね。そういうことができたら、お互 いに非 常 にハッピ

ーなことになるんじゃないかなと思 います。さらに、ジョークを交 えて話 ができたら、も

っと良 いんだろうなとは思 います。あとは、後 藤 先 生 と坂 本 先 生 のご指 摘 のように

ですね、マスターの授 業 も、自 分 のやりたいことを教 えればよいことでは、なくなって

きていると感 じています。ちょっと取 りとめのないんですが、今 日 はどうもありがとうご

ざいました。	
 


